
妙
心
寺
大
心
院
・
大
法
院
の
建
築
及
び
障
壁
画
の
調
査
研
究
は
、
平
成
十
一
年
か

ら
十
二
年
に
か
け
て
、
関
西
大
学
工
学
部
の
永
井
規
男
（
建
築
史
）
、
文
学
部
の
山

岡
泰
造
（
美
術
史
）
、
中
谷
伸
生
（
美
術
史
）
、
堺
市
博
物
館
の
張
洋
一
（
美
術
史
）

及
び
妙
心
寺
大
心
院
・
大
法
院
調
査
研
究
班
の
大
学
院
生
、
長
井
健
、
福
井
麻
純
、

堀
江
亮
子
が
参
加
し
て
行
っ
た
。
大
心
院
・
大
法
院
の
建
築
及
び
障
壁
画
は
、
こ
れ

ま
で
建
築
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
作
者
の
特
定
を
は
じ
め
、
ま
く
り
の
残
欠
を
も
含

む
障
壁
画
や
彫
刻
の
徹
底
し
た
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
再
三
の
調
査
を
お
許
し

頂
い
た
大
心
院
の
津
田
清
章
師
、
大
法
院
の
肥
田
自
豊
師
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

妙
心
寺
大
心
院
・
大
法
院
の
調
査
研
究
に
つ
い
て

〈
資
料
〉

平
成
十
一
(
-
九
九
九
）
年
度

妙
心
寺
大
心
院
・
大
法
院
の
建
築
及
び
障
墜
画
の
調
査
研
究
報
告

永

井

規

男

山

・

岡

泰

造

中

谷

伸

生

張

洋

一

妙
心
寺
大
心
院
・
大
法
院
調
査
研
究
班

〈
論
文
・
資
料
紹
介
〉

大
心
院
の
歴
史
と
建
築

大
心
院
方
丈
仏
間
の
壁
貼
付
絵

大
心
院
の
伝
鶴
沢
探
鯨
の
襖
絵
残
欠

大
心
院
の
彫
刻
細
川
政
元
像

大
心
院
所
蔵
の
式
部
輝
忠
「
商
山
四
皓
図
」
扇
面

大
法
院
の
書
院

大
法
院
書
院
一
の
間
の
渡
辺
了
慶
の
障
壁
画

大
法
院
庫
裏
十
畳
間
の
土
方
稲
嶺
「
夙
々
鳥
図
」

六
五

永
井
規
男

山
岡
泰
造

中
谷
伸
生

張
洋
一

長

井

健

永
井
規
男

山
岡
泰
造

長

井

健

中
谷
伸
生

福
井
麻
純

大
心
院
・
大
法
院
平
面
図
、
障
壁
画
記
号
、
寸
法
、
図
版



大
心
院
の
創
立
に
つ
い
て
は
、
大
休
宗
休
撰
に
よ
る
景
川
宗
隆
の
行
状
（
『
景
川

和
尚
語
録
』
所
収
）
が
基
本
史
料
に
な
ろ
う
。
そ
こ
に
「
細
川
右
京
兆
政
元
開
腺
大

心
精
慮
、
迎
師
住
持
」
と
あ
り
、
細
川
政
元
が
景
川
宗
隆
を
住
持
に
迎
え
て
大
心
院

を
建
立
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
景
川
が
実
際
に
大
心
院
に
住
ん
だ
こ
と
は
、
『
語

録
』
中
の
住
長
松
山
大
心
禅
院
語
に
「
家
寒
無
愉
鼠
、
如
吾
大
心
院
裏
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
も
伺
え
る
。
し
た
が
っ
て
大
心
院
の
創
立
は
、
明
応
九
年
(
-
五

0
0
)
の
景

川
宗
隆
の
示
寂
以
前
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。
け
れ
ど
も
そ
の
正
確
な
創
立
年
次
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
を
明
示
す
る
同
時
代
の
史
料
は
な
い
。
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
の

『
四
派
諸
院
年
数
改
帳
』
は
、
大
心
院
に
つ
い
て

弐
百
壱
年
以
前
明
応
元
壬
子
年
創
建
、
開
基
本
如
実
性
禅
師
景
川
隆
和
尚
、
檀

越
細
川
政
元
法
名
大
心
院
雲
開
宗
興
大
居
士
、
営
構
初
在
洛
中
、
今
呼
寺
跡
号

大
心
院
町
、
元
和
年
中
オ
岳
佐
和
尚
移
千
今
地
、
寛
永
年
中
大
天
法
鑑
禅
師
嶺

六
和
尚
再
興

と
し
て
い
る
。
こ
れ
が
当
時
の
公
的
に
認
め
ら
れ
て
い
た
歴
史
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
明
応
元
年
(
-
四
九
二
）
の
創
立
と
す
る
も
の
で
、
こ
の
年
、
の
ち
に
大
心

院
町
と
呼
ば
れ
た
洛
中
の
地
に
、
細
川
政
元
を
檀
越
、
景
川
宗
隆
を
開
祖
と
し
て
建

歴
史

大
心
院
の
歴
史
と
建
築

永

井

規

男

立
さ
れ
た
も
の
と
し
て
い
る
。
無
著
道
忠
は
『
正
法
山
誌
』
に
お
い
て
大
心
院
に
つ

い
て
か
な
り
詳
し
く
記
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で

旧
在
上
京
清
蔵
口
、
名
長
松
山
大
心
院
突
、
細
川
政
元
造
立
、
請
景
堂
和
尚
為

開
山
焉
、
勧
請
景
川
為
開
山
、
景
堂
創
建
焉
。

と
し
、
実
際
の
開
山
は
景
川
宗
隆
の
法
嗣
景
堂
玄
訥
と
し
て
い
る
。
考
証
史
家
で
あ

る
無
著
道
忠
が
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
何
か
裏
付
け
が
あ
る
の
だ
ろ
う
が
、
創

立
時
の
明
応
元
年
は
景
堂
の
寂
年
の
五
十
年
前
の
こ
と
で
あ
る
。
景
堂
の
青
壮
年
時

の
こ
と
で
あ
り
、
開
山
に
請
わ
れ
る
に
は
す
こ
し
若
す
ぎ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

景
川
宗
隆
は
単
な
る
勧
請
開
祖
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
無
著
道
忠
は
そ
の
創

立
年
次
に
つ
い
て
は
触
れ
ず
、
開
祖
に
つ
い
て
も
や
や
異
な
る
見
解
を
呈
示
す
る
も

の
の
、
も
と
は
大
心
町
の
あ
る
清
蔵
口
に
所
在
し
た
こ
と
を
認
め
て
い
て
、
『
四
派

諸
院
年
数
改
帳
』
と
ほ
ぼ
同
じ
意
見
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ

ら
と
は
全
く
異
な
る
こ
と
を
言
う
も
の
が
あ
る
。
永
禄
十
一
年
(
-
五
六
八
）
に
書
か

①
 

れ
た
「
正
法
山
妙
心
寺
大
雲
山
龍
安
寺
両
寺
縁
起
」
で
あ
る
。
こ
の
縁
起
は
月
航
玄

津
・
十
洲
宗
哲
・
希
荒
玄
密
の
三
人
に
よ
る
編
纂
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
の
大
心
院
は

つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

妙
心
寺
境
内
二
政
元
菩
提
所
ヲ
建
立
シ
テ
、
雪
江
和
尚
二
院
号
ヲ
求
ム
。
和
尚

名
ケ
テ
大
心
院
卜
称
ス
。
住
持
二
景
川
和
尚
ヲ
請
シ
テ
開
山
ト
ス
。
大
心
院
創

建
開
山
ハ
雪
江
和
尚
。
然
ル
処
応
仁
ノ
乱
世
二
妙
心
寺
塔
頭
一
同
二
炎
上
、
此

棚
リ
京
政
元
下
屋
敷
之
中
二
大
心
院
ヲ
建
置
ク
。
子
時
文
明
四
年
二
山
名
宗
全

卒
シ
天
下
穏
也
。
依
テ
姦
二
文
明
十
一
己
亥
年
、
妙
心
寺
ノ
裡
本
ノ
地
江
引
取

リ
、
大
心
院
再
ヒ
建
立
ス
。
応
仁
ノ
乱
世
平
均
之
後
、
妙
心
寺
塔
頭
二
庫
裏
方

丈
建
立
ノ
初
メ
大
心
院
也
。

六
六



応
仁
の
乱
以
前
に
、
細
川
政
元
が
菩
提
所
と
し
て
妙
心
寺
内
に
建
立
し
、
雪
江
宗

深
に
院
号
を
も
と
め
て
大
心
院
と
名
づ
け
た
の
が
始
ま
り
で
、
乱
中
に
炎
上
し
た
の

で
政
元
の
下
屋
敷
中
に
仮
建
て
し
た
も
の
を
文
明
十
一
年
に
妙
心
寺
内
に
再
建
し
た

も
の
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
文
明
十
一
年
の
時
点
で
政
元
は
ま
だ
十
四
五
歳
で
あ

り
、
応
仁
の
乱
以
前
に
そ
の
菩
提
所
を
建
立
し
た
と
は
ま
ず
考
え
ら
れ
な
い
。
荒
唐

の
説
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
こ
の
縁
起
の
編
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
希
荒
玄

密
(
-
五
七

0
没
）
が
、
大
心
院
の
院
王
で
あ
っ
た
こ
と
が
気
に
な
る
。
い
わ
ば
大
心

院
の
当
事
者
で
あ
る
も
の
が
、
全
く
の
虚
構
を
記
す
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
疑
問
を
抱

か
さ
せ
ら
れ
る
。
う
が
っ
て
見
れ
ば
、
あ
る
い
は
大
心
院
以
前
の
管
領
細
川
氏
に
よ

る
妙
心
寺
内
で
の
塔
頭
建
立
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
大
心
院
の
創
立
に
重
ね
ら
れ
て
い

る
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
と
も
か
く
、
大
心
院
創
立
に
関
し
て
は
こ
の
縁
起
の

説
は
採
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
お
付
言
し
て
お
く
と
、
川
上
孤
山
師
は
大
心
院
の

創
立
を
文
明
十
一
年
と
し
て
い
る
が
（
『
妙
心
寺
史
』
）
、
そ
の
論
拠
は
お
そ
ら
く
こ

の
縁
起
で
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
政
元
の
年
齢
か
ら
い
っ
て
、
文
明
十
一
年
説
は
成
立

し
難
い
。

こ
の
よ
う
に
大
心
院
の
創
立
史
に
は
謎
が
多
く
、
さ
ら
に
史
料
を
捜
索
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
ろ
う
。
い
ま
の
と
こ
ろ
は
、
明
応
元
年
、
細
川
政
元
を
開
基
、
景
川
宗

隆
を
開
祖
と
し
て
洛
中
清
蔵
口
に
建
立
さ
れ
た
と
み
る
べ
き
と
考
え
る
。

『
鹿
苑
日
録
』
に
は
、
創
立
期
の
大
心
院
に
係
わ
る
史
料
を
見
い
出
す
こ
と
が
で

き
る
。
す
な
わ
ち
そ
の
明
応
八
年
(
-
四
九
九
）
五
月
初
日
条
に
「
大
心
院
外
記
僧
来
、

携
兆
侍
者
、
字
日
明
叔
、
東
陽
弟
子
也
」
と
あ
り
、
ま
た
六
月
二
十
一
日
条
に
は
、

京
兆
（
細
川
政
元
）
が
母
春
林
寺
殿
の
七
回
忌
を
岩
栖
院
（
細
川
満
元
菩
提
寺
）
に

お
い
て
行
い
、
大
心
院
が
陸
座
（
法
座
に
の
ぽ
っ
て
説
法
す
る
こ
と
）
し
た
と
あ
る
。

六
七

陸
座
し
た
の
は
景
川
宗
隆
で
あ
ろ
う
。
明
叔
は
明
叔
慶
浚
の
こ
と
で
あ
る
が
、
か
れ

は
景
川
宗
隆
の
法
嗣
景
堂
玄
訥
の
弟
子
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
鹿
苑
日
録
』
で
は
東

陽
英
朝
の
弟
子
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
記
事

②
 

は
檀
越
家
と
し
て
管
領
細
川
家
が
抱
え
て
い
た
幾
つ
か
の
禅
院
の
中
に
あ
っ
て
、
当

時
の
大
心
院
が
主
要
な
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
細
川
政
元
は

永
正
四
年
(
-
五

0
七
）
に
刺
客
に
あ
い
横
死
し
た
が
、
そ
の
後
も
大
心
院
は
管
領
細

川
氏
の
寺
と
し
て
の
地
位
を
保
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
永
正
六
年
の
妙
心
寺
再
興
課
末

派
移
文
の
連
署
の
な
か
に
は
「
龍
泉
莞
玄
訥
、
大
心
院
宗
繕
」
と
見
え
、
大
心
院
は

妙
心
寺
の
中
で
も
主
だ
っ
た
存
在
に
な
っ
て
い
た
。

ま
た
『
元
長
卿
記
』
の
永
正
七
年
(
-
五
一

0
)
正
月
八
日
条
に
は
妙
心
寺
長
老
、

龍
安
寺
長
老
と
と
も
に
大
心
院
長
老
が
甘
露
路
元
長
邸
を
訪
れ
た
と
あ
る
。
当
時
の

大
心
院
が
妙
心
寺
教
団
の
中
に
お
い
て
妙
心
寺
や
龍
安
寺
と
並
ぶ
よ
う
な
地
位
に
あ

っ
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
し
か
し
『
実
隆
公
記
』
の
同
七
年
十
二
月
十
二
日
条
に
よ

る
と
、
大
心
院
が
失
火
を
起
こ
し
、
有
名
な
金
融
業
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
玉
泉

（
土
倉
）
等
を
ま
き
ぞ
え
に
に
し
て
焼
亡
し
て
い
る
。
こ
の
出
来
事
に
つ
い
て
は
近

衛
尚
通
も
記
録
し
て
い
て
、
そ
の
日
記
『
後
法
成
寺
尚
通
公
記
』
に
見
え
る
が
、
こ

の
火
事
を
近
衛
邸
か
ら
み
て
北
方
と
し
て
い
る
か
ら
、
当
時
の
大
心
院
は
上
京
の
北

部
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
は
諸
書
が
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
今
の
上

京
区
新
町
頭
大
心
院
町
に
当
た
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

天
文
三
年
(
-
五
一
二
四
）
十
一
月
、
大
心
院
雑
掌
は
鹿
苑
院
に
貸
し
た
祠
堂
銭
十
八

貫
文
の
返
済
を
求
め
て
、
幕
府
に
訴
え
出
て
い
て
（
『
別
本
賦
引
付
』
四
）
、
天
文
五

年
に
は
右
京
兆
（
細
川
晴
元
）
の
指
示
で
鹿
苑
院
領
西
京
穀
倉
院
の
年
貢
公
事
を
差

押
え
る
挙
に
出
て
い
る
（
『
鹿
苑
日
録
』
同
年
十
月
、
六
年
七
月
）
。
こ
の
こ
ろ
の
大



心
院
が
祠
堂
銭
を
貸
付
け
て
院
の
経
済
運
営
を
図
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
そ
し

て
依
然
と
し
て
大
心
院
は
管
領
細
川
氏
の
強
い
保
護
の
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

よ
う
。
永
禄
六
年
(
-
五
六
三
）
細
川
晴
元
が
摂
津
富
田
で
死
ん
だ
の
ち
、
細
川
藤
孝

（
幽
斎
）
が
大
心
院
の
保
護
者
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
細
川
藤
孝
は
大
心
院
に
山
城
西

岡
栖
玄
庵
十
七
石
を
寺
領
と
し
て
寄
進
し
て
い
る
。
ま
た
永
禄
十
一
年
十
月
、
織
田

信
長
は
大
心
院
領
と
し
て
西
岡
栖
玄
庵
と
丹
波
餘
部
の
知
行
を
認
め
て
い
る
が
（
大

心
院
文
書
木
下
秀
吉
・
明
院
良
政
連
署
下
知
状
）
、
こ
の
餘
部
も
細
川
藤
孝
に
よ

る
寄
進
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

大
心
院
の
妙
心
寺
内
へ
の
移
転
は
管
領
細
川
家
の
没
落
に
よ
っ
て
、
洛
中
に
存
在

す
る
意
味
が
失
わ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
妙
心
寺
内
に
お
け
る
大
心
院
の
地

歩
の
低
下
に
も
係
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
山
内

移
転
ま
で
を
も
っ
て
大
心
院
の
歴
史
の
第
一
期
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

大
心
院
が
い
つ
妙
心
寺
山
内
に
移
っ
た
の
か
、
そ
の
こ
と
を
明
確
に
示
す
史
料
は

な
い
。
大
心
院
文
書
中
の
細
井
新
介
方
成
並
半
夢
斎
玄
以
書
状
に
は
「
妙
心
寺
内
大

心
院
」
と
あ
る
。
こ
の
書
状
は
年
紀
が
な
く
十
一
月
二
十
二
日
と
あ
る
だ
け
だ
が
、

半
夢
斎
玄
以
す
な
わ
ち
前
田
玄
以
の
没
年
は
慶
長
七
年
（
一
六
0
二
）
で
あ
る
か
ら
、

そ
れ
以
前
の
こ
と
に
な
る
。
『
四
派
諸
院
年
数
改
帳
』
は
、
大
心
院
に
つ
い
て
「
元

和
年
中
オ
岳
佐
和
尚
移
干
今
地
」
と
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
材
岳
宗
佐
は
天
正
十

四
年
(
-
五
八
六
）
八
月
十
四
日
の
寂
で
あ
る
か
ら
、
元
和
年
中
(
-
六
一
五
ー
ニ
四
）

と
す
る
の
は
合
わ
な
い
。
元
和
年
中
は
材
岳
宗
佐
の
次
代
芳
澤
祖
恩
（
一
六
二

0
寂）

の
時
代
で
あ
る
。
二
次
史
料
で
あ
る
が
『
延
宝
伝
灯
録
』
巻
―
―
二
に
載
せ
る
材
岳
宗

佐
伝
に
は
、
希
莞
玄
密
(
-
五
七

0
寂
）
の
後
を
襲
っ
て
大
心
院
に
住
み
天
正
初
（
一

五
七
一
―
-
）
年
に
妙
心
寺
に
出
世
し
た
材
岳
が
、
大
心
院
を
正
法
山
中
に
移
し
て
老
を

投
じ
た
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
大
心
院
所
蔵
の
元
亀
―
―
一
年
(
-
五
七
二
）
の
材
岳
の
書
（
芳

澤
号
）
に
「
前
妙
心
材
岳
老
訥
宗
佐
書
」
と
あ
る
か
ら
、
材
岳
の
妙
心
寺
出
世
は
元

亀
三
年
以
前
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
も
訂
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
く
な
く

と
も
大
心
院
を
移
し
た
の
が
材
岳
宗
佐
だ
っ
た
と
す
る
か
ぎ
り
、
そ
の
山
内
移
転
は
、

材
岳
示
寂
の
天
正
十
四
年
(
-
五
八
六
）
を
く
だ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
法
堂
の
修

造
を
中
心
と
し
て
伽
藍
周
り
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
時
期
で
も
あ
り
、
そ
う
し

た
整
備
事
業
と
歩
調
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

天
正
十
一
年
十
一
月
、
秀
吉
が
妙
心
寺
雑
掌
に
与
え
た
御
判
状
に
は
「
妙
心
寺
・

龍
安
寺
・
大
心
院
以
下
諸
塔
頭
」
と
記
さ
れ
て
い
て
（
『
増
補
妙
心
寺
史
』
二
九
五

頁
）
、
な
お
大
心
院
が
別
格
的
な
地
歩
を
得
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
が
、
し
か
し

こ
の
こ
ろ
を
境
に
し
て
大
心
院
の
妙
心
寺
の
中
で
の
地
位
は
一
般
塔
頭
並
に
な
っ
た

よ
う
で
あ
る
。

近
世
の
大
心
院
近
世
に
は
い
る
と
細
川
氏
と
の
関
係
も
薄
れ
、
他
に
も
有
力
な

檀
越
を
も
た
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
嶺
南
崇
六
（
一
六
四
＿
―
-
寂
）
が
蒲
生
忠
知
を
檀

越
に
得
て
大
心
院
を
再
興
し
た
。
嶺
南
は
清
見
寺
、
大
心
院
に
掛
錫
。
澤
彦
宗
恩
に

し
た
が
っ
て
江
戸
に
赴
き
、
蒲
生
中
務
少
輔
忠
知
（
氏
郷
の
孫
、
法
号
興
聖
院
殿
）

を
檀
越
と
し
て
桜
田
に
東
禅
寺
を
開
き
、
寛
永
初
年
（
一
六
二
四
）
に
妙
心
寺
住
持
に

な
っ
た
（
『
本
朝
高
僧
伝
』
第
四
四
）
。
忠
知
は
寛
永
四
年
(
-
六
二
七
）
、
奥
羽
上
山

か
ら
伊
豫
に
移
封
と
な
り
、
同
一
一
年
八
月
十
八
日
、
将
軍
家
光
の
上
洛
に
供
奉
中

に
京
都
に
お
い
て
卒
去
し
た
。
一
二
十
歳
で
あ
っ
た
。
忠
知
に
は
嫡
子
が
な
か
っ
た
た

め
、
こ
こ
に
蒲
生
家
は
断
絶
し
て
し
ま
う
。
嶺
南
は
伊
豫
に
赴
い
て
忠
知
の
葬
儀
を

六
八



講
じ
、
葬
物
一
切
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
財
物
を
用
い
て
大
心
院
を
再
興
し
た
。
現
方

③
 

丈
は
、
こ
の
と
き
の
建
築
に
な
る
も
の
で
あ
る
（
『
長
松
山
誌
』
）
。
大
心
院
は
有
力

な
檀
越
を
失
っ
た
ま
ま
、
方
丈
を
建
て
た
わ
け
で
、
嶺
南
の
次
代
の
北
堂
寿
構
が
遷

化
し
た
慶
安
三
年
（
一
六
五

0
)
こ
ろ
は
衰
微
し
た
様
子
で
あ
っ
た
と
い
う
。

承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
に
は
、
本
山
の
整
備
事
業
に
伴
い
、
敷
地
の
南
北
ニ
カ
処

合
せ
て
五

0
0坪
余
を
本
山
に
売
却
し
、
寛
文
四
年
（
一
六
六
四
）
に
は
院
の
表
門
を

龍
泉
莞
に
譲
り
、
か
わ
り
に
龍
泉
莞
の
古
門
を
得
て
西
側
に
門
を
開
い
て
い
る
。
こ

れ
は
同
年
、
南
の
敷
地
（
玉
鳳
院
の
西
端
地
）
を
修
造
小
屋
地
と
し
て
本
山
に
売
却

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
表
門
は
修
造
小
屋
地
の
南
側
に
開
い
て
い

た
。
そ
の
様
子
は
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
の
「
妙
心
寺
伽
藍
並
塔
頭
絵
図
」
に
描
か

れ
て
い
る
。
敷
地
の
東
南
隅
に
は
祖
堂
が
あ
り
、
無
相
禅
師
（
景
堂
玄
訥
）
を
中
に

し
て
左
右
に
法
鑑
禅
師
（
嶺
南
祟
六
）
と
興
聖
院
殿
（
蒲
生
忠
知
）
の
三
像
を
奉
祀
し

て
い
た
が
、
こ
れ
も
本
山
に
、
一
説
に
は
三
井
寺
に
売
却
し
た
と
い
う
。
な
お
『
正

法
山
誌
』
に
よ
る
と
、
か
っ
て
景
川
宗
隆
の
亨
堂
が
あ
っ
た
が
、
本
山
が
こ
れ
を
購

入
し
諸
祖
入
牌
の
堂
と
し
た
。
今
の
涅
槃
堂
が
こ
れ
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
の
ち
延

宝
四
(
-
六
七
六
）
年
に
土
蔵
を
、
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
に
書
院
を
造
立
す
る
な
ど

整
備
が
図
ら
れ
て
い
る
。
近
代
に
入
っ
て
、
明
治
二
二
年
六
月
、
瑞
松
院
を
合
併
し

た
。
瑞
松
院
は
天
正
二
年
の
創
建
で
、
芳
澤
祖
恩
の
と
き
中
興
さ
れ
た
。
昭
和
六
年

四
月
、
庫
裏
を
改
築
し
大
衆
寮
を
新
築
し
て
い
る
。

客
殿
（
本
堂
）

大
心
院
の
本
堂
で
あ
る
客
殿
（
方
丈
）
は
、
嶺
南
崇
六
の
と
き
の
建
立
と
さ
れ
て

六
九

い
る
。
嶺
南
は
、
寛
永
―
一
年
(
-
六
＿
―
-
四
）
―
一
年
八
月
、
徳
川
家
光
の
上
洛
に
供

奉
中
に
京
都
に
お
い
て
二
十
オ
で
卒
去
し
た
壇
越
伊
豫
国
主
蒲
生
忠
知
（
興
聖
院
殿
）

の
葬
儀
の
施
物
一
切
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
財
物
を
用
い
て
大
心
院
を
再
興
し
た
と
い

う
。
こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
一
次
史
料
は
な
い
が
、
興
聖
院
殿
百
年
忌
の
と
き
の
了

①
 

随
寿
因
和
尚
の
香
語
前
文
に
こ
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
建
築
は
明
ら
か
に
寛
永

こ
ろ
の
様
式
を
見
せ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
客
殿
の
建
立
年
次
は
、
寛
永
―
一
年
以

降
の
数
年
間
、
す
な
わ
ち
一
六
四
0
年
前
後
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
お
き
た
い
。
蒲

生
忠
知
の
死
と
と
も
に
蒲
生
家
は
断
絶
し
た
か
ら
、
方
丈
の
造
営
は
外
護
の
な
い
ま

ま
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
方
丈
建
築
と
し
て
は
、
山
内
で
は
天
球
院
客
殿
や
移

築
時
に
規
模
が
縮
小
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
麟
祥
院
客
殿
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
建
築
で

あ
る
。客

殿
は
入
母
屋
造
か
ら
な
る
桧
皮
葺
の
軽
快
な
屋
根
を
も
つ
、
六
間
型
の
典
型
的

な
方
丈
建
築
で
あ
る
。
そ
の
間
取
を
い
え
ば
、
正
面
前
方
に
幅
一
間
、
長
さ
九
間
半

の
広
縁
を
と
り
、
内
部
は
前
後
二
列
に
分
け
、
前
方
は
拭
板
敷
で
畳
を
廻
敷
と
し
た

室
中
を
中
央
に
し
て
、
そ
の
左
右
の
各
十
二
畳
間
と
と
も
に
通
し
天
井
の
も
と
に
配

置
す
る
。
後
方
は
室
中
奥
に
仏
間
、
仏
間
背
後
は
背
面
に
面
し
て
物
入
と
そ
の
左
右

の
小
部
屋
二
室
、
両
隅
は
各
八
畳
間
と
な
る
。
両
側
面
に
は
一
間
幅
の
広
縁
で
あ
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
前
面
広
縁
の
西
端
に
は
奥
行
半
間
余
の
玄
関
が
付
く
が
、
こ

れ
は
も
と
折
曲
り
廊
で
あ
っ
た
も
の
を
戸
口
部
分
だ
け
を
残
し
、
位
置
を
か
え
て
こ

こ
に
取
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
当
初
の
玄
関
は
折
曲
り
四
間
の
土
間
式
の
廊
で
、
前

方
広
縁
西
端
の
南
側
に
取
り
付
い
て
い
た
。
庫
裏
か
ら
の
通
路
と
し
て
、
二
間
幅
の

大
廊
下
が
西
側
広
縁
の
北
寄
り
に
取
り
付
い
て
い
る
。
庫
裏
は
昭
和
六
年
に
改
築
さ

れ
て
し
ま
っ
た
が
、
大
廊
下
は
そ
の
構
造
を
の
こ
し
て
い
る
。
こ
の
客
殿
の
特
徴
を



ひ
と
く
ち
で
い
え
ば
、
近
世
型
方
丈
建
築
の
典
型
を
な
す
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き

よ
う
。
妙
心
寺
塔
頭
の
方
丈
建
築
は
慶
長
期
の
も
の
で
は
、
な
お
試
行
の
段
階
に
あ

る
よ
う
だ
が
、
こ
こ
時
期
に
き
て
明
確
に
型
を
完
成
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
二
つ

の
型
が
あ
る
が
、
そ
の
一
方
が
天
球
院
客
殿
で
あ
り
、
他
の
ひ
と
つ
が
当
客
殿
で
あ

る
と
い
え
る
。

天
球
院
客
殿
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
両
者
に
は
類
似
性
も
多
い
が
、
違
い
の
方
が

目
立
つ
。
建
築
構
成
上
の
最
大
の
違
い
は
、
外
回
り
の
扱
い
方
に
あ
る
。
当
客
殿
は

（
復
原
し
た
形
に
お
い
て
は
）
正
側
三
面
の
広
縁
を
吹
放
し
と
す
る
の
に
対
し
て
、

天
球
院
客
殿
は
正
側
三
面
の
広
縁
を
落
縁
前
に
戸
を
建
て
て
閉
じ
る
形
と
し
て
い
る
。

こ
の
差
が
何
に
も
と
づ
く
の
か
定
か
で
な
い
が
、
常
識
的
に
は
内
部
の
保
護
の
た
め

と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
よ
う
に
天
球
院
客
殿
に
は
金
碧
障
壁
画
が
完
存
し

て
い
る
が
、
そ
れ
は
ひ
と
つ
に
は
こ
う
し
た
外
周
り
の
閉
鎖
装
置
が
あ
っ
た
お
か
げ

で
あ
ろ
う
。
い
わ
ば
そ
の
有
効
性
を
知
っ
て
い
て
こ
う
し
た
装
置
が
施
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
で
は
こ
う
し
た
装
置
を
施
さ
な
い
大
心
院
客
殿
に
は
護
る
べ

き
障
壁
画
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
は
白
無
垢
の
襖
が
建
つ
だ
け
で
あ
る

が
、
『
苑
州
府
志
』
に
は
「
方
丈
書
画
多
し
」
と
記
さ
れ
、
か
っ
て
は
内
部
の
障
壁

面
は
絵
画
で
埋
め
ら
れ
た
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
金
碧
の
障
壁
画
で
は
な
か
っ
た

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
だ
か
ら
と
い
っ
て
大
事
に
保
護
し
な
く
て
も
よ
い
、
し
た

が
っ
て
外
回
り
の
閉
鎖
装
置
は
不
要
と
い
う
こ
と
に
は
な
る
ま
い
。
禅
院
の
方
丈
建

築
で
は
、
こ
う
し
た
広
縁
外
側
の
閉
鎖
装
置
は
な
い
の
が
む
し
ろ
普
通
な
の
で
あ
る
。

と
く
に
前
面
広
縁
を
吹
放
し
と
す
る
こ
と
は
、
本
莞
あ
る
い
は
古
塔
頭
の
客
殿
で
は

原
則
的
に
守
ら
れ
て
い
る
。
広
縁
を
吹
放
に
す
る
こ
と
は
、
慣
例
で
あ
る
以
上
の
、

禅
院
と
し
て
の
本
来
的
な
行
き
方
が
あ
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

す
る
と
、
大
心
院
客
殿
の
か
た
ち
は
、
塔
頭
方
丈
の
構
成
原
則
に
忠
実
に
従
っ
た
結

果
で
あ
る
と
い
え
る
。

内
部
の
構
成
は
ど
う
か
。
天
球
院
客
殿
の
上
間
後
室
（
一
の
間
）
は
、
床
の
間
・

違
い
棚
・
付
書
院
の
三
種
に
よ
っ
て
飾
ら
れ
、
下
間
後
室
に
も
ま
た
床
の
間
が
備
え

ら
れ
て
い
る
。
明
ら
か
に
儀
礼
空
間
で
あ
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
当

客
殿
に
は
こ
の
よ
う
な
座
敷
飾
が
ま
っ
た
く
な
い
。
近
世
前
期
の
方
丈
で
の
座
敷
飾

と
し
て
は
床
の
間
か
付
書
院
の
ど
ち
ら
か
が
付
け
ら
れ
る
場
合
が
多
い
。
場
所
は
上

間
後
室
（
一
の
間
）
で
あ
る
。
以
前
に
と
り
あ
げ
た
妙
心
寺
塔
頭
聖
澤
院
の
客
殿
は
、

慶
長
末
こ
ろ
と
推
定
し
た
が
、
そ
こ
で
は
上
間
後
室
に
付
書
院
が
付
け
ら
れ
、
そ
の

位
置
が
転
々
と
し
て
変
え
ら
れ
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
た
。
結
局
最
後
は
付
書
院
を
撤

去
し
て
今
で
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
さ
に
当
客
殿
に
近
づ
く
行
き
方
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
付
書
院
を
座
敷
飾
り
と
見
て
よ
い
の
か
、
む
し
ろ
よ
り
実
用

的
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
す
ら
も
奇
麗
さ
っ
ば
り
と
取

り
去
っ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
て
上
下
の
区
別
が
な
い
左
右
相
称
の
平
面
・
空
間
構
成

を
と
る
も
の
が
現
出
す
る
の
で
あ
る
が
、
当
客
殿
は
そ
の
こ
と
を
当
初
か
ら
意
図
し

て
構
成
し
て
い
る
初
期
の
例
で
あ
る
と
い
え
る
。

当
客
殿
は
、
檀
越
で
あ
っ
た
伊
豫
藩
生
家
の
断
絶
を
知
っ
た
の
ち
の
建
築
で
あ
っ

た
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
嶺
南
は
忠
知
の
葬
儀
物
の
売
却
代
金
に
よ
っ
て
建
築
し
た

ー
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
贅
沢
さ
は
許
さ
れ
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
が
、
一
方
で
は
香
華
寺
と
し
て
天
球
院
の
よ
う
な
儀
礼
性
を
重
視
し
た

座
敷
飾
を
施
す
必
要
も
な
く
な
っ
た
わ
け
で
、
そ
の
ぶ
ん
塔
頭
方
丈
の
本
来
の
姿
を

保
つ
か
た
ち
で
の
建
築
が
可
能
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
禅
院
が
禅
院
と
し
て
の

本
来
的
な
姿
に
回
帰
す
る
。
そ
の
よ
う
な
時
代
精
神
の
あ
り
よ
う
が
、
ま
た
こ
こ
に

七
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は
見
え
な
く
も
な
い
わ
け
で
、
床
の
間
・
違
い
棚
・
付
書
院
な
ど
を
備
え
な
か
っ
た

理
由
は
そ
の
辺
に
も
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
座
敷
や
書
斎
の
機
能
が
別
棟
の
書
院
に
完

全
に
移
行
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
。
当
院
に
も
ま
た
客
殿
の
背
後
に
立
派
な

書
院
が
建
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
あ
る
意
味
で
の
方
丈
の
中
世
帰
り
と

も
い
え
る
現
象
と
い
え
よ
う
。

室
中
う
し
ろ
の
仏
間
は
通
し
仏
壇
の
形
式
を
と
り
、
背
面
壁
中
央
に
花
頭
窓
を
開

い
て
そ
の
奥
に
小
空
間
を
つ
く
り
本
尊
仏
像
を
安
置
し
て
い
る
。
こ
こ
に
は
開
祖
頂

相
像
は
置
か
れ
ず
、
仏
壇
廻
り
を
貼
付
の
金
碧
画
が
華
麗
に
飾
り
た
て
る
。
こ
こ
に

よ
う
や
く
香
華
寺
と
し
て
の
設
え
方
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
仏
間
は
通
し
仏
壇
と

そ
の
壇
前
か
ら
な
る
が
、
仏
間
奥
行
き
一
間
は
仏
壇
三
、
壇
前
五
の
比
に
割
付
け
ら

れ
、
壇
前
を
広
く
と
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
仏
壇
桓
が
納
ま
る
半
柱
は
や
や
奥
側

に
ず
れ
、
そ
の
前
方
に
方
立
板
壁
を
つ
け
て
側
面
か
ら
の
出
入
り
の
片
引
襖
戸
に
見

合
わ
せ
て
い
る
。
奥
行
の
浅
い
仏
壇
で
は
、
多
く
の
位
牌
等
を
置
く
こ
と
が
で
き
な

い
が
、
こ
こ
で
は
そ
う
し
た
配
慮
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
壇
前
は
畳

を
敷
き
な
ら
べ
、
畳
と
仏
壇
の
合
い
を
細
い
板
敷
き
と
し
て
い
る
。
壇
前
は
板
敷
き

と
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
あ
え
て
畳
を
敷
く
の
に
も
意
味
が
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。

中
世
的
様
相
の
残
存
も
見
ら
れ
る
。
仏
壇
間
の
背
後
に
は
、
背
面
に
面
し
て
真
中

の
物
入
と
そ
の
左
右
に
あ
る
二
畳
余
の
広
さ
の
小
部
屋
二
室
と
が
あ
る
。
小
部
屋
は
、

そ
れ
ぞ
れ
隣
の
後
室
八
畳
間
か
ら
半
間
の
片
引
襖
戸
に
よ
る
出
入
と
し
、
か
つ
背
面

に
は
一
間
の
開
口
と
し
て
板
戸
を
引
違
い
に
納
め
て
い
る
が
、
復
原
す
る
と
板
壁
が

あ
っ
て
外
か
ら
は
半
間
の
片
引
戸
に
よ
る
出
入
と
な
る
。
閉
鎖
さ
れ
た
部
屋
に
な
る

わ
け
で
、
こ
れ
は
物
置
と
い
う
よ
り
眠
蔵
的
な
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
小
部

七

屋
の
上
の
屋
根
裏
と
の
間
は
中
二
階
に
な
っ
て
い
て
、
真
中
の
物
入
れ
か
ら
梯
子
を

用
い
て
登
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
寝
所
の
か
た
ち
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ

ら
は
実
際
に
寝
所
と
し
て
は
機
能
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
形
態
は
中

世
的
な
眠
蔵
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
天
球
院
客
殿
に
も
仏
壇
背
後
に
二
つ
の
小
室
が
あ

る
が
、
そ
れ
ら
に
は
こ
の
よ
う
な
中
世
的
な
眠
蔵
の
か
た
ち
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
う
し
た
座
敷
飾
の
有
無
、
眠
蔵
の
有
無
と
い
っ
た
違
い
は
先
進
的
か
保
守
的
か

の
差
で
は
な
く
て
、
明
確
に
意
識
さ
れ
た
も
の
、
す
な
わ
ち
方
丈
を
完
全
に
接
客
・

儀
礼
の
場
と
す
る
か
、
方
丈
の
原
義
の
ご
と
く
居
住
・
修
学
の
場
で
あ
る
と
い
う
気

分
を
の
こ
す
か
の
差
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
近
世
の
禅
院
方
丈
は
こ
の
二
つ
の
流

れ
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
天
球
院
客
殿
と
大
心
院
客
殿
は
そ
の
分
流
が
明
確
に

は
じ
ま
る
こ
ろ
の
建
築
と
し
て
位
置
づ
け
で
き
る
の
で
あ
る
。

な
お
当
客
殿
の
玄
関
が
当
初
位
置
を
動
き
か
つ
縮
小
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と

は
述
べ
た
が
、
し
か
し
今
に
の
こ
っ
て
い
る
玄
関
戸
口
廻
り
の
彫
刻
は
、
『
正
法
山

誌
』
に
左
甚
五
郎
作
と
い
う
伝
承
を
の
せ
て
い
る
よ
う
に
、
寛
永
の
雰
囲
気
を
よ
く

示
し
て
い
る
。

こ
の
縁
起
の
大
心
院
に
か
か
わ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
竹
貫
元
勝
氏
が
す
で
に
述
べ

ら
れ
て
い
る
（
寺
社
シ
リ
ー
ズ
『
妙
心
寺
』
一
九
六
頁
）
。
縁
起
の
内
容
は
春
光
院
所

蔵
本
に
よ
っ
た
。

②
細
川
惣
領
家
の
菩
提
寺
と
な
っ
た
禅
寺
は
、
細
川
頼
之
の
天
竜
寺
永
泰
院
、
谷
地
蔵

①
 [

註
]



④ ③ 
院
以
降
歴
代
の
当
主
に
よ
る
も
の
が
あ
る
が
、
室
町
時
代
後
期
に
存
在
し
て
い
た
も
の

で
い
え
ば
、
大
心
院
以
下
龍
安
寺
・
弘
源
寺
・
性
智
院
・
地
蔵
院
・
遊
初
軒
・
隆
昇
院

・
聴
松
院
・
祟
禅
院
・
春
林
院
・
岩
栖
院
な
ど
が
あ
る
。

「
長
松
山
誌
」
は
大
心
院
所
蔵
。
か
っ
て
御
厚
意
を
え
て
閲
覧
し
撮
影
し
て
い
る
。

一
、
当
院
方
丈
寛
永
十
一
年
ノ
頃
、
嶺
南
和
尚

建
立
之
来
由
、
了
随
和
尚
代
享
保
十
八
年
興
聖
院
殿
百
年
忌
香
語
詳
細
―
―
ナ
リ
前
文
三
~

弘
化
四
未
七
月
、
虫
払
之
硼
、
古
紙
堆
中
げ
捜
索
来
故
記
置
、
文
如
左
、

檀
越
興
聖
院
殿
前
拾
遺
華
嶽
宗
栄
公
大
居
士
者
大
職
冠
鎌
足
内
府
之
後
胤
而
鎮
守
将
軍

二
十
九
代
之
末
孫
蒲
生
嫡
流
也
、
加
之
東
照
宮
之
骨
肉
而
領
豫
州
一
薗
也
、
雖
然
不

幸
而
欠
嫡
子
嗚
呼
可
惜
可
悲
突
、
姦
典
嶺
南
祖
翁
有
師
檀
之
親
圃
即
請
豫
州
称
口
矩
大

導
師
祖
翁
以
其
施
財
再
営
当
院
也
、
今
歳
享
保
十
八
癸
丑
仲
秋
十
八
冥
巳
是
回
一
百

也
、
此
時
山
野
住
院
以
有
在
件
之
功
業
俯
集
現
前
清
衆
諷
経
大
仏
頂
神
呪
時
打
拙
偶
一
篇

而
以
追
修
冥
福
者
也

元
是
蒲
生
藤
氏
胤
雄
機
興
聖
盛
諸
賢
百
年
怪
説
浪
家
系
乃
盛
功
勲
声
価
全
住
院
比

丘
因
了
随
就
肯
首

右
ハ
了
随
祖
翁
六
十
四
才
之
時
也

（
「
長
松
山
誌
」
所
収
）
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図 天球院本堂（客殿）平面図 同修理工事報告書より転載

大廊下

玄
〇｝

七
図 大心院客殿復原平面図
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資料（一） 大心院障壁画寸法
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資料（四）

大
法

院
了

慶
襖

(
A
8
)
 

（
紙
継

5
段）

大
法

院
了

慶
襖

(
A
5

~
 7)
 

（
紙
継

5
段）

大
法

院
了

慶
床

貼
付

(
A
2
~
4
)
 

（
紙
継

7
段）

13. 5cm 
5.0cm 

33.5 

25. 5
 

33.5 
33.5 

33.5 
33.5 

33.5 
33.5 

22. 0
 

22.5 

37. 5cm 

36.8 

36.8 

36.8 

36.8 

36.5 

4
5
.
0
 

大
心

院
探
鯨
ま
く
り
（
図

1
~
2
2
)
 

（
紙
継

5
段）

35.5cm 

35. 5
 

35.5 

35.5 

35.5 

や
や



大
心
院
方
丈
の
佛
間
の
須
弥
壇
上
の
後
壁
（
二
四
七
・
八
X
六
六
六

・
0
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
）
の
花
頭
窓
形
佛
翁
の
周
辺
、
及
び
両
袖
壁
（
各
二
四
七
・
八

x六
六
．

0
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
に
、
紙
本
金
地
濃
彩
の
貼
付
絵
（
図
1
し

4
)
が
あ
る
。
金

地
は
緑
青
の
大
き
な
山
を
覆
い
隠
す
源
氏
雲
で
あ
る
。
緑
青
の
山
は
、
画
面
の
向
っ

て
左
半
分
、
佛
禽
の
上
を
過
ぎ
る
辺
ま
で
、
源
氏
雲
の
上
方
に
雲
間
か
ら
湧
出
す
る

か
の
よ
う
に
大
き
く
高
く
配
さ
れ
、
向
っ
て
左
袖
壁
か
ら
正
面
左
端
に
か
け
て
は
、

急
峻
で
大
き
な
土
披
が
置
か
れ
て
い
る
。
こ
の
山
の
下
方
の
輝
く
金
地
の
源
氏
雲
の

真
中
に
、
屈
曲
し
な
が
ら
伸
び
る
櫻
樹
が
一
本
大
き
く
描
か
れ
、
遠
山
の
丸
味
を
帯

び
た
稜
線
に
点
々
と
咲
く
櫻
花
と
共
に
、
春
爛
漫
の
景
を
な
し
て
い
る
。
櫻
樹
の
下

方
に
は
、
金
雲
の
切
れ
目
か
ら
の
ぞ
く
小
さ
な
岩
に
つ
つ
じ
も
配
さ
れ
て
い
る
。
一

方
、
画
面
の
向
っ
て
右
半
分
に
は
、
遠
景
に
山
が
な
く
、
代
り
に
水
平
に
伸
び
る
す

や
り
霞
状
の
金
雲
が
棚
引
き
、
そ
の
下
方
の
源
氏
雲
の
金
地
に
松
林
が
描
か
れ
て
い

る
。
松
林
は
中
央
に
向
っ
て
次
第
に
低
く
な
っ
て
行
く
が
、
向
っ
て
右
の
袖
壁
か
ら

正
面
の
右
端
に
か
け
て
は
、
左
側
の
櫻
樹
に
対
抗
す
る
か
の
よ
う
に
（
正
確
に
は
左

側
の
急
峻
な
土
披
に
対
応
し
て
）
、
大
き
く
太
い
松
樹
が
左
方
に
向
っ
て
屈
曲
し
つ

つ
伸
び
て
い
る
。
た
だ
し
、
櫻
が
画
面
左
半
分
の
中
央
に
全
身
を
あ
ら
わ
し
て
咲
き

誇
る
の
に
対
し
て
、
松
の
大
樹
に
は
正
面
は
全
身
を
あ
ら
わ
さ
ず
、
左
側
の
櫻
に
対

抗
す
る
の
は
む
し
ろ
明
る
い
茶
褐
色
の
幹
と
緑
の
葉
叢
と
が
金
地
に
映
え
る
松
林
で

大
心
院
方
丈
佛
間
の
堅
貼
付
絵

山

岡

泰

造

あ
る
。
こ
の
図
の
よ
う
に
金
地
に
櫻
と
松
を
左
右
に
配
し
、
櫻
の
上
方
に
遠
山
を
大

き
く
描
い
て
、
や
や
櫻
の
方
に
重
心
を
傾
け
る
と
い
う
構
図
は
珍
し
い
も
の
で
あ
る

が
、
同
時
に
ま
た
、
桃
山
風
の
絢
爛
た
る
雰
囲
気
を
よ
く
残
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

筆
者
に
つ
い
て
は
、
狩
野
山
雪
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
。
妙
心
寺
に
は
山
雪
の

障
壁
画
は
天
球
院
と
桂
春
院
に
あ
り
、
前
者
は
寛
永
八
年
（
一
六
三
一
）
、
四
十
二

歳
の
作
、
後
者
も
同
年
に
再
建
さ
れ
た
方
丈
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
天
球
院
の
佛
間

の
貼
付
絵
の
松
図
と
よ
く
似
た
松
図
の
襖
絵
が
み
ら
れ
る
。
大
心
院
の
佛
間
の
貼
付

絵
に
は
、
こ
の
両
者
と
俄
か
に
類
似
す
る
点
は
見
ら
れ
な
い
が
、
背
景
を
な
す
丸
味

を
帯
び
た
高
く
大
き
な
山
は
、
山
雪
の
構
図
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、

松
林
の
状
景
は
「
藤
原
恨
高
閑
居
図
」
〔
寛
永
十
六
年
（
一
六
三
九
）
、
根
津
美
術
館
〕

と
個
々
の
形
も
配
列
も
よ
く
似
て
お
り
、
ま
た
松
図
で
は
な
い
が
樹
林
の
表
現
は
、

例
え
ば
「
蘭
亭
曲
水
図
屏
風
」
（
随
心
院
）
や
、
大
通
寺
の
「
耕
作
図
」
襖
絵
な
ど

に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
雲
間
の
岩
に
つ
つ
じ
の
あ
し
ら
い
方
も
山
雪
的
と
い

え
よ
う
。
大
心
院
の
佛
間
の
貼
付
絵
は
、
現
方
丈
の
建
て
ら
れ
た
寛
永
十
八
年
（
一

六
四
一
）
、
山
雪
五
十
二
歳
の
作
と
考
え
て
も
良
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
尚
、
須

弥
壇
の
腰
部
の
波
濤
図
の
貼
付
図
は
、
や
や
時
代
の
下
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

七
八
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妙
心
寺
大
心
院
に
は
、
か
つ
て
方
丈
に
は
め
ら
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
襖
絵
の

残
欠
が
遺
存
し
て
い
る
。
紙
本
墨
画
で
お
お
よ
そ
縦
一
七
八

・
O
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
九

O
・
O
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
傷
み
の
ひ
ど
い
ま
く
り
な
の
で
、
元
々
の

正
確
な
寸
法
は
不
明
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
、
南
北
と
東
西
で
は
襖
の
寸
法
が
異
な

っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
紙
継
ぎ
は
三
五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
幅
の
五
段
で
、
江

戸
時
代
の
襖
絵
の
基
本
的
な
型
を
守
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
の
一
枚
は
、
白
紙
に

近
く
、
し
か
も
紙
継
ぎ
が
な
く
て
、
引
き
手
も
な
い
こ
と
か
ら
、
幕
末
か
ら
近
代
に

か
け
て
新
た
に
製
作
さ
れ
た
壁
貼
付
絵
に
類
す
る
も
の
が
混
じ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
襖
絵
ま
く
り
の
引
き
手
の
部
分
に
、
墨
書
で
漢
数
字
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が

あ
り
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
「
三
十
八
」
と
い
う
数
字
も
見
ら
れ
る
た
め
、
元
来
は
三

十
八
面
以
上
あ
っ
た
は
ず
で
、
方
丈
の
規
模
を
三
室
と
考
え
て
も
、
少
な
く
と
も
、

四
十
八
面
ほ
ど
の
襖
絵
及
び
壁
貼
付
絵
が
は
め
ら
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。
と
い

う
こ
と
は
、
約
半
数
の
襖
絵
が
失
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
現
在
の
方
丈
に

は
、
江
戸
時
代
の
襖
絵
は
は
め
ら
れ
て
い
な
い
。

ま
く
り
に
は
落
款
が
な
く
、
画
家
の
特
定
は
難
し
い
が
、
大
心
院
に
残
る
古
文
書

『
長
松
山
誌
』
に
、
「
大
心
院
方
丈
襖
之
画
は
鶴
沢
丹
鯨
籠
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
「
丹
鯨
」
を
「
探
鯨
」
と
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
襖
絵
残
欠
は
、
鶴
沢
探

鯨
（
？
l
-
七
六
九
）
筆
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
。
本
稿
で
は
作
風
の
特
徴
な
ど
か

大
心
院
の
伝
鶴
探
鯨
の
襖
絵
残
欠

中

谷

伸

生

J¥ 

ら
推
定
し
て
、
一
応
、
伝
鶴
沢
探
鯨
と
し
て
お
き
た
い
。
問
題
は
、
同
古
文
書
が
そ

れ
に
続
け
て
、
「
嘉
永
三
年
」
(
-
八
五

0
)
に
表
具
な
ど
を
佐
七
と
い
う
者
に
頼
ん

だ
、
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
の
襖
絵
は
、
嘉
永
年
間
に
表
具
を
行
っ
た

と
も
、
あ
る
い
は
傷
ん
だ
襖
絵
を
修
復
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
な
る
と
、
画

家
が
鶴
沢
探
鯨
で
あ
る
か
ど
う
か
が
特
定
で
き
な
く
な
る
。
『
長
松
山
誌
』
の
記
録

の
信
憑
性
が
問
題
と
な
る
が
、
画
家
の
特
定
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
作
風
に
頼
ら
ざ

る
を
え
な
い
。

さ
て
、
鶴
沢
派
二
代
目
の
探
鯨
の
生
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
父
親
の
鶴
沢
探
山
（
一

六
五
五
し
一
七
二
九
）
の
生
没
年
や
遺
存
す
る
作
品
の
款
記
な
ど
か
ら
推
測
す
る
と
、

元
禄
三
年
（
一
六
九

0
)
以
前
に
生
ま
れ
、
明
和
六
年
（
一
七
六
九
）
に
没
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
名
は
守
美
で
、
住
所
は
『
京
羽
二
重
大
全
』
（
延
享
版
）
に
よ

る
六
角
通
西
洞
院
西
入
、
墓
所
は
木
屋
町
二
条
の
善
導
寺
で
あ
る
。
父
親
と
一
緒
に

宝
永
度
御
所
造
営
に
加
わ
っ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
、
禁
裏
か
ら
毎
年
、
銀
三
十
枚
を

戴
い
た
旨
が
『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
探
鯨

の
絵
画
の
特
質
は
、
江
戸
狩
野
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
幅
の
広
い
制
作
活
動
で
あ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
花
鳥
画
、
山
水
画
、
人
物
画
な
ど
の
種
々
の
図
様
を
、
探
幽
風
の
漢
画
的

水
墨
技
法
を
駆
使
し
て
描
く
か
と
思
え
ば
、
江
戸
の
狩
野
派
が
展
開
し
た
、
い
わ
ゆ

る
や
ま
と
絵
風
の
絵
画
を
も
縦
横
に
こ
な
し
て
い
る
。
父
親
の
探
山
が
、
師
の
探
幽

の
作
風
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
と
推
定
さ
れ
え
る
の
に
対
し
て
、
探
鯨
は
京
狩
野

な
ど
の
装
飾
的
な
漢
画
的
作
風
を
も
学
び
つ
つ
、
一
層
整
理
さ
れ
た
画
面
構
成
を
確

立
し
た
画
家
で
あ
っ
て
、
鶴
沢
派
の
基
盤
を
固
め
た
重
要
な
画
家
で
あ
る
。
探
鯨
以

後
の
鶴
沢
派
は
、
探
鯨
の
子
の
鶴
沢
探
索
（
？
l
-
七
九
七
）
や
、
華
麗
な
花
鳥
画

で
知
ら
れ
る
探
鯨
の
弟
子
石
田
幽
汀
（
一
七
ニ
―
ー
一
七
八
六
）
を
輩
出
し
、
幽
汀



の
門
下
か
ら
円
山
応
挙
（
一
七
三
三
し
一
七
九
五
）
が
出
た
こ
と
は
改
め
て
述
べ
る

必
要
も
な
か
ろ
う
。
探
鯨
の
作
風
は
、
子
の
探
索
、
さ
ら
に
探
泉
（
？
l
-
八
一

六
）
、
探
真
(
-
八
＿
―
-
四
ー
一
八
九
三
）
へ
と
受
け
継
が
れ
て
、
江
戸
の
狩
野
派
と

は
か
な
り
異
な
る
漢
画
系
の
一
派
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

太
心
院
の
ま
く
り
の
中
、
虎
図
（
図
1
|
5
)
は
、
虎
の
体
毛
な
ど
を
細
か
く
丁

寧
に
描
い
た
魅
力
あ
る
絵
画
で
、
図
様
と
し
て
は
『
探
幽
縮
図
』
に
記
載
さ
れ
た
虎

の
左
右
逆
図
に
似
た
も
の
（
図
4
)
、
ま
た
典
型
的
に
狩
野
派
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ

「
竹
虎
図
」
の
形
態
を
描
い
た
も
の
（
図
1
)
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
虎
の
動
き
を
捉

え
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
、
常
信
の
力
強
い
「
竜
虎
図
」
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

の
そ
れ
と
比
べ
る
と
、
こ
れ
ら
伝
探
鯨
の
「
虎
図
」
は
、
繊
細
で
技
巧
的
な
特
質
が

顕
著
で
あ
る
。
そ
の
中
の
竹
図
（
図
6
)
は
、
「
虎
図
」
の
片
割
れ
の
ま
く
り
で
あ

ろ
う
。
ま
た
、
ま
く
り
＿
―
-
枚
の
「
鶴
図
」
（
図
7
1
9
)
は
、
失
わ
れ
た
襖
絵
を
も

含
め
て
、
全
体
の
構
成
と
し
て
は
「
群
鶴
図
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
鶴
沢
派
の
最
も

得
意
と
す
る
モ
テ
ィ
ー
フ
で
、
探
山
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
探
索
、
探
真
、
幽
汀
、

応
挙
に
至
る
画
家
た
ち
の
「
鶴
図
」
を
坊
彿
さ
せ
る
も
の
だ
と
い
っ
て
よ
い
。
と
り

わ
け
、
典
雅
で
鋭
い
鶴
の
尾
羽
の
形
態
は
、
鶴
沢
派
の
特
質
を
典
型
的
に
示
し
て
い

る
。
注
目
す
べ
き
は
、
鶴
の
華
奢
な
脚
部
の
描
写
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば
、
永
徳
ら

の
鶴
に
も
み
ら
れ
る
や
り
方
で
、
頭
部
を
両
脚
の
間
に
挟
み
込
む
格
好
で
地
面
に
下

げ
、
餌
を
探
す
格
好
の
鶴
の
脚
部
（
図
9
)
は
、
鮮
明
な
黒
い
点
描
を
連
ね
る
や
り

方
で
細
長
い
鶴
の
足
を
明
晰
に
形
づ
く
る
が
、
扇
形
に
開
か
れ
た
足
の
指
の
形
態
を

も
含
め
て
、
こ
う
し
た
形
態
は
探
鯨
の
特
徴
を
明
白
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら

ま
く
り
三
枚
の
鶴
の
脚
部
は
、
探
鯨
の
六
曲
一
隻
屏
風
「
群
鶴
図
」
（
紙
本
金
地
墨

画
着
色
・
個
人
蔵
）
の
鶴
の
脚
部
と
酷
似
し
て
お
り
、
そ
れ
は
探
索
の
幾
分
太
め
の

脚
、
ほ
と
ん
ど
黒
い
線
描
に
近
い
幽
汀
の
脚
、
さ
ら
に
応
挙
の
力
強
い
脚
部
の
形
態

と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
要
す
る
に
、
ま
く
り
の
鶴
の
探
鯨
風
の
脚
部
は
、
筆

者
が
こ
れ
ら
の
ま
く
り
を
探
鯨
だ
と
推
定
す
る
一
番
の
根
拠
で
あ
る
。
さ
て
、
残
り

の
ま
く
り
の
中
、
「
山
水
図
」
を
扱
っ
た
七
枚
（
図
1
0
1
1
6
)
は
、
図
様
と
作
風
共

に
、
い
わ
ゆ
る
江
戸
後
期
の
特
徴
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
妙
心
寺
退
蔵
院
の
常
信

系
統
の
「
山
水
図
」
と
も
よ
く
似
て
い
る
。
加
え
て
、
花
鳥
図
か
何
か
の
花
木
を
描

い
た
ま
く
り
三
枚
（
図
1
7
ー
1
9
)
、
大
き
く
破
損
し
て
い
る
瀑
布
図
（
図
2
0
)
、
白
紙

に
近
く
図
様
不
明
の
一
枚
（
図
2
1
)
、
紙
継
ぎ
が
な
く
、
近
代
の
も
の
か
も
知
れ
な

い
一
枚
（
図
2
2
)
が
遺
存
し
て
い
る
。
以
上
、
二
十
二
枚
の
伝
鶴
沢
探
鯨
の
ま
く
り

は
、
「
虎
図
」
と
「
鶴
図
」
（
群
鶴
図
）
の
作
風
か
ら
探
鯨
筆
の
可
能
性
が
高
い
と
い

っ
て
よ
い
。
粉
本
を
用
い
て
の
制
作
で
あ
る
と
は
い
え
、
画
面
に
は
探
鯨
独
特
の
端

正
な
雰
囲
気
が
漂
っ
て
お
り
、
「
虎
図
」
、
「
鶴
図
」
共
に
洗
練
さ
れ
た
魅
力
的
作
品

で
あ
っ
て
、
そ
の
装
飾
的
と
い
っ
て
も
よ
い
緻
密
な
描
写
は
、
鶴
沢
派
の
独
自
性
と

実
力
の
片
鱗
を
露
わ
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

①
佐
々
木
丞
平
編
『
江
戸
期
の
京
画
壇
ー
鶴
沢
派
を
中
心
と
し
て
1

』
、
京
都
大
学
文

学
部
博
物
館
、
平
成
八
年
、
図
版
一
ー
五
参
照
。

[註]
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大
心
院
に
は
壇
越
で
あ
る
細
川
政
元
像
と
伝
え
る
肖
像
彫
刻
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

現
状
で
は
頭
部
に
損
傷
が
や
や
目
立
つ
た
め
士
蔵
内
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
一
般
に
知
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
幸
い
昨
年
末
に
大
心
院
の
ご
厚
意
に
よ

り
同
像
を
拝
見
す
る
機
会
を
得
た
が
、
一
見
し
て
本
格
的
な
作
行
を
示
す
肖
像
彫
刻

で
あ
り
、
そ
の
制
作
時
期
も
室
町
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
と
思
わ
れ
、
大
心
院
創

建
と
深
い
関
わ
り
を
持
つ
像
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
そ
こ
で
小
稿
で
は
細
川
政
元
像

の
概
要
を
紹
介
し
、
若
干
の
私
見
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

①

細
川
政
元
像
は
、
像
高
八
五
・
一
面
を
計
る
等
身
大
の
坐
像
で
、
巾
子
冠
を
か
む

り
、
面
長
な
顔
立
ち
に
、
わ
ず
か
に
眉
を
寄
せ
て
切
長
の
目
を
つ
く
り
目
尻
に
雛
を

ご
く
浅
く
刻
む
（
鼻
先
欠
損
）
。
頬
に
は
や
や
張
り
を
持
た
せ
、
顎
を
引
い
て
口
を

結
ぶ
。
閾
腋
の
抱
、
表
袴
を
着
け
石
帯
を
し
め
る
。
砲
の
袖
は
大
き
く
左
右
に
広
が

る
。
右
手
は
右
腹
前
で
笏
を
執
り
、
左
手
は
膝
上
に
置
い
て
五
指
を
曲
げ
、
右
足
を

外
に
出
し
て
畳
座
の
上
に
安
坐
す
る
。

構
造
は
ヒ
ノ
キ
材
で
頭
体
別
材
製
。
頭
部
は
両
耳
外
耳
輪
を
通
る
線
で
前
後
二
材

矧
ぎ
と
し
頭
頂
部
の
大
略
ま
で
を
彫
出
す
る
。
玉
眼
嵌
入
（
亡
失
、
押
木
を
留
め
た

大
心
院
の
彫
刻
・
細
川
政
元
坐
像

■■■■■■

張
洋
一

竹
釘
の
み
残
る
）
。
現
状
で
は
後
面
材
左
端
よ
り
三
・
○
ｍ
の
部
分
で
割
損
し
、
上

下
三
か
所
に
竹
衲
で
接
合
し
て
い
る
。
頭
部
内
は
内
割
り
を
施
す
が
首
衲
底
部
ま
で

貫
通
せ
ず
、
首
衲
は
丸
衲
状
に
な
っ
て
い
る
。
前
後
材
の
接
合
は
矧
ぎ
面
上
下
に
内

割
り
を
施
さ
な
い
面
を
残
し
そ
こ
に
○
・
六
×
二
・
○
ｍ
の
角
衲
と
角
孔
と
を
設
け

②

て
接
合
す
る
。
首
衲
外
側
左
右
に
薄
板
各
一
材
貼
付
（
左
側
亡
失
）
。
両
耳
外
耳
輪

は
各
別
材
製
（
と
も
に
亡
失
）
。
巾
子
冠
は
冠
、
巾
子
、
笄
を
各
々
別
材
で
造
り
組

み
合
わ
せ
て
頭
頂
に
被
せ
る
（
笄
亡
失
）
。
体
部
と
の
接
合
は
、
現
状
で
は
抱
後
ろ

襟
元
内
面
に
ご
く
わ
ず
か
な
小
突
起
を
彫
出
し
、
そ
の
上
に
幅
八
・
四
ｍ
の
板
材
を

前
後
に
架
け
て
そ
の
上
に
頭
部
を
置
く
。

体
部
は
前
後
左
右
四
材
矧
ぎ
で
、
前
後
材
の
間
に
中
間
材
と
し
て
砲
の
襟
元
左
右

か
ら
肩
部
ま
で
、
肩
下
が
り
か
ら
腰
横
に
至
る
体
側
、
両
腰
横
か
ら
地
付
に
至
る
上
・

中
・
下
計
三
材
を
そ
れ
ぞ
れ
左
右
に
挟
む
。
更
に
中
・
下
材
の
間
に
左
前
後
二
材
、

右
前
後
二
材
か
ら
な
る
両
袖
部
を
挟
み
込
ん
で
い
る
。
左
上
腕
部
に
左
右
二
材
、
右

上
腕
部
に
は
前
後
二
材
を
そ
れ
ぞ
れ
寄
せ
る
。
右
袖
口
の
上
部
お
よ
び
下
端
に
別
材

貼
付
（
上
部
亡
失
）
・
砲
正
面
襟
元
小
材
貼
付
（
亡
失
）
。
膝
前
横
一
材
を
寄
せ
、
袴

裏
先
端
、
同
右
側
に
そ
れ
ぞ
れ
薄
板
を
貼
廻
す
（
後
補
か
）
。
両
手
首
以
下
別
材
製

で
袖
口
に
差
し
込
む
。
右
足
先
も
別
材
製
で
膝
前
材
正
面
に
穿
っ
た
丸
孔
に
差
し
込

む
。
笏
一
材
製
。

仕
上
げ
は
、
現
状
呉
粉
地
の
上
に
巾
子
冠
黒
漆
塗
り
、
面
相
部
肉
色
、
髪
は
墨
塗

り
と
す
る
。
砲
は
緋
色
と
し
そ
の
上
に
黄
土
で
立
涌
文
を
描
き
、
正
面
に
花
文
を
散

ら
す
。
袴
緋
色
。
保
存
状
態
に
つ
い
て
は
既
述
の
よ
う
に
頭
部
に
集
中
し
て
大
き
な

損
傷
が
見
ら
れ
る
も
の
の
面
貌
を
著
し
く
損
う
ほ
ど
で
は
な
く
、
体
躯
も
小
さ
な
欠

損
部
が
あ
る
程
度
で
、
比
較
的
良
好
な
状
態
と
い
え
る
。

八
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重
厚
な
造
形
表
現
は
室
町
時
代
肖
像
彫
刻
に
共
通
し
た
特
徴
と
い
え
、
本
像
の
制

作
時
期
も
ほ
ぼ
そ
の
頃
と
み
ら
れ
る
が
、
現
状
で
は
京
都
周
辺
で
本
像
と
直
接
比
較

対
照
で
き
る
近
似
し
た
資
料
は
見
い
だ
し
得
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
後

述
す
る
。
試
み
に
天
文
十
二
年
（
一
五
四
三
）
の
年
紀
と
大
仏
師
覚
継
・
覚
吉
の
制

も
強
い
意
思
の
表
出
が
感
じ
ら
れ
、
そ
れ
を
裏
打
ち
す
ヲ

の
あ
る
重
厚
な
表
現
で
ま
と
め
あ
げ
た
作
品
と
い
え
る
。

本
像
は
衣
冠
束
帯
姿
で
表
わ
さ
れ
た
俗
体
の
肖
像
彫
刻
で
、
頭
部
は
四
角
い
造
形

を
示
し
、
面
奥
は
か
な
り
深
い
。
太
い
耳
輪
を
も
つ
耳
は
側
頭
部
後
方
に
表
さ
れ
、

顎
の
張
り
も
少
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
全
体
に
抑
揚
に
乏
し
い
平
板
な
表
現
を
み
せ
る

が
、
像
主
の
落
ち
着
い
た
壮
年
の
表
情
を
よ
く
示
し
て
お
り
、
わ
ず
か
に
寄
せ
た
眉

や
切
れ
長
の
目
、
結
ん
だ
口
元
か
ら
は
強
い
意
思
が
感
じ
ら
れ
る
。
体
躯
は
漠
然
と

し
た
大
き
さ
が
あ
り
、
肩
幅
、
体
幅
は
共
に
広
く
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
厚
手
の
砲
を

ま
と
い
、
両
袖
も
重
厚
な
表
現
な
が
ら
左
右
に
広
が
り
を
見
せ
る
。
砲
の
肩
の
線
、

両
肘
の
衣
摺
、
膝
頭
は
丸
み
を
も
ち
、
膝
部
の
衣
文
も
簡
潔
な
が
ら
形
式
化
、
簡
略

化
に
陥
ら
ず
素
直
に
彫
出
し
て
い
る
。

正
面
観
と
し
て
は
、
巾
子
先
端
か
ら
両
肩
を
通
り
両
袖
先
に
至
る
上
体
が
正
三
角

形
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
高
さ
の
あ
る
膝
が
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
る
安
定
感
に
富
ん

だ
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
正
面
観
に
み
る
安
定
感
は
側
面
か
ら
も
う
か
が
え
、
巾
子

を
頂
点
に
面
部
か
ら
袖
を
通
り
膝
前
に
至
る
線
と
背
筋
の
線
、
地
付
の
線
が
直
角
三

角
形
を
つ
く
っ
て
い
る
。
臂
部
に
見
ら
れ
る
丸
く
て
ど
っ
し
り
と
し
た
重
い
造
形
も

像
の
安
定
感
を
強
め
て
お
り
、
重
厚
な
が
ら
安
定
感
の
あ
る
造
形
は
、
像
主
の
落
ち

着
い
た
雰
囲
気
を
一
層
高
め
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
本
像
は
、
面
相
か
ら
は
壮
年
者
に
み
ら
れ
る
落
ち
着
い
た
う
ち
に

も
強
い
意
思
の
表
出
が
感
じ
ら
れ
、
そ
れ
を
裏
打
ち
す
る
よ
う
に
像
全
体
を
安
定
感

室
町
時
代
、
京
都
で
は
頂
相
彫
刻
と
称
さ
れ
る
禅
宗
僧
侶
肖
像
彫
刻
が
数
多
く
制

作
さ
れ
た
の
を
初
め
、
高
僧
像
、
公
武
の
衣
冠
束
帯
像
な
ど
様
々
な
肖
像
が
制
作
さ

作
銘
が
あ
る
京
都
・
等
持
院
足
利
義
植
像
と
本
像
と
を
比
較
し
て
み
る
と
、
共
に
そ

の
造
形
に
は
莊
漠
と
し
た
大
き
さ
が
あ
り
重
厚
さ
も
感
じ
ら
れ
る
が
、
彼
像
に
あ
っ

て
は
全
体
に
形
式
化
が
著
し
く
固
い
表
現
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
像
は
重
々
し
い
衣

摺
表
現
な
が
ら
も
柔
ら
か
さ
が
未
だ
残
っ
て
お
り
、
両
者
の
造
形
感
覚
に
は
か
な
り

の
隔
た
り
が
認
め
ら
れ
る
。
類
例
が
少
な
く
今
後
検
討
の
余
地
を
残
す
も
の
の
、
制

③

作
時
期
に
つ
い
て
は
ひ
と
ま
ず
十
六
世
紀
初
頭
頃
と
み
て
お
き
た
い
。

④

像
主
の
比
定
に
つ
い
て
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
寺
伝
の
通
り
本
像
が

細
川
政
元
像
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
制
作
は
政
元
の
没
年
（
永
正
四
年
．
一

五
○
七
）
か
ら
さ
ほ
ど
隔
た
ら
な
い
時
期
と
み
ら
れ
る
。

大
心
院
は
、
細
川
政
元
が
妙
心
寺
十
世
景
川
宗
隆
を
勧
請
開
山
に
迎
え
て
創
建
し

た
と
さ
れ
る
。
創
建
年
次
、
寺
地
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
く
、
院
誌
で
あ
る
『
長
松

山
誌
』
に
よ
れ
ば
明
応
元
年
（
一
四
九
二
）
に
上
京
新
町
頭
清
蔵
口
の
地
に
建
立
し

た
と
さ
れ
、
ま
た
一
説
に
は
現
在
も
地
名
と
し
て
残
る
大
心
院
町
（
清
蔵
口
・
現
上

京
区
新
町
通
寺
之
内
上
ル
）
に
細
川
政
元
の
館
が
あ
り
、
政
元
の
没
後
そ
の
館
が
大

⑤

心
院
と
称
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
と
も
さ
れ
る
。
大
心
院
は
洛
中
外
図
屏
風
諸
本
に

も
描
か
れ
て
い
る
が
、
天
正
年
間
に
は
細
川
藤
孝
の
資
助
に
よ
り
妙
心
寺
山
内
に
移

転
、
塔
頭
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
寺
史
か
ら
み
て
本
像
は
大
心
院

の
創
建
と
深
い
関
わ
り
を
も
つ
資
料
と
し
て
注
目
さ
れ
よ
う
。

■■■■■
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れ
た
が
、
本
像
も
衣
冠
束
帯
姿
の
俗
体
肖
像
彫
刻
の
ひ
と
つ
と
み
な
さ
れ
る
。

俗
体
肖
像
彫
刻
、
特
に
武
家
俗
体
像
に
み
ら
れ
る
服
制
の
変
遷
に
つ
い
て
概
観
す

る
と
、
鎌
倉
時
代
に
あ
っ
て
は
神
奈
川
・
明
月
院
上
杉
重
房
像
、
同
．
建
長
寺
北
条

時
頼
像
な
ど
に
代
表
き
れ
る
武
家
の
礼
装
で
あ
っ
た
烏
帽
子
・
狩
衣
・
指
貫
の
姿
を

採
る
肖
像
と
山
梨
・
善
光
寺
源
頼
朝
像
、
同
源
実
朝
像
な
ど
衣
冠
束
帯
姿
に
身
を
包

み
威
儀
を
正
し
た
肖
像
と
の
二
種
類
が
認
め
ら
れ
る
。
室
町
時
代
に
は
衣
冠
束
帯
像

が
一
般
的
と
な
り
、
以
後
近
世
に
至
る
ま
で
公
武
の
肖
像
は
衣
冠
束
帯
像
で
表
わ
さ

れ
る
の
が
通
例
で
あ
っ
た
。
本
像
も
衣
冠
束
帯
姿
で
あ
り
当
代
に
一
般
的
な
形
姿
と

い
え
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
先
に
み
た
よ
う
に
本
像
と
直
接
比
較
対
照
で
き
る
近
似

し
た
資
料
が
少
な
か
っ
た
の
は
い
か
な
る
理
由
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

い
ま
改
め
て
本
像
の
形
姿
、
着
衣
に
み
ら
れ
る
特
徴
を
一
般
的
な
衣
冠
束
帯
像
と

比
較
し
な
が
ら
み
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
ま
ず
本
像
の
砲
背
面
に
は
、
衣
冠
束
帯

の
大
き
な
特
色
で
も
あ
る
上
下
に
折
り
畳
ん
だ
長
い
別
裾
が
表
わ
さ
れ
ず
抱
を
石
帯

で
直
接
締
め
て
い
る
。
ま
た
足
先
も
通
常
両
足
首
を
膝
前
で
交
差
さ
せ
る
あ
る
い
は

足
裏
を
合
わ
せ
る
表
現
が
採
ら
れ
る
の
に
対
し
、
右
足
先
の
み
を
袴
か
ら
出
し
安
坐

（
胡
坐
）
し
て
い
る
点
な
ど
が
異
な
る
。
抱
を
直
接
石
帯
で
締
め
る
点
は
聖
徳
太
子

摂
政
像
に
も
認
め
ら
れ
、
右
足
を
外
し
て
安
坐
す
る
点
も
仏
像
彫
刻
で
は
多
く
み
ら

れ
る
が
、
礼
装
で
あ
る
衣
冠
束
帯
像
の
上
で
こ
う
し
た
表
現
が
採
ら
れ
る
こ
と
は
や

は
り
異
質
に
思
え
る
。

本
像
が
通
常
の
衣
冠
束
帯
像
と
最
も
異
な
り
、
印
象
を
大
き
く
違
え
る
点
は
着
衣

の
扱
い
で
あ
ろ
う
。
一
般
的
な
衣
冠
束
帯
像
は
肩
を
大
き
く
い
か
ら
せ
、
鋭
い
稜
線

で
強
調
さ
れ
た
砲
の
折
れ
目
や
衣
摺
が
生
み
出
す
直
線
と
そ
れ
に
よ
っ
て
造
ら
れ
る

面
と
が
体
躯
を
幾
何
学
的
な
構
成
に
造
り
あ
げ
、
威
儀
を
正
し
た
姿
に
相
応
し
い
造

形
を
生
み
出
し
て
い
る
の
に
対
し
、
本
像
は
同
じ
砲
・
袴
を
着
用
し
な
が
ら
砲
の
稜

線
や
衣
摺
は
丸
み
を
持
ち
、
重
い
な
が
ら
も
柔
ら
か
な
表
現
す
ら
感
じ
ら
れ
、
質
実

剛
健
を
旨
と
す
る
武
家
像
や
礼
節
を
重
ん
じ
る
公
家
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
相
容
れ
な
い

造
形
と
な
っ
て
い
る
。

本
像
と
同
じ
着
衣
の
扱
い
を
採
る
作
品
を
広
く
求
め
て
み
る
と
、
管
見
に
触
れ
た

例
と
し
て
鎌
倉
時
代
末
期
に
制
作
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
神
奈
川
・
満
昌
寺
（
境
内
御

霊
明
神
社
）
三
浦
義
明
像
が
あ
げ
ら
れ
る
。
三
浦
義
明
像
は
が
っ
し
り
と
し
た
体
躯

に
簡
略
化
さ
れ
た
衣
文
を
も
ち
、
足
首
を
交
差
さ
せ
背
面
に
も
上
下
に
折
り
畳
ん
だ

裾
が
表
わ
さ
れ
、
そ
の
造
形
自
体
は
本
像
と
は
ず
い
ぶ
ん
異
な
る
が
、
前
述
し
た
砲

の
稜
線
、
衣
摺
等
が
丸
み
を
も
っ
て
処
理
さ
れ
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。

三
浦
義
明
像
に
つ
い
て
松
島
健
氏
は
、
鈴
木
敬
三
氏
の
論
考
を
引
き
な
が
ら
鎌
倉

時
代
以
降
の
武
士
俗
体
像
の
ほ
と
ん
ど
が
衣
冠
束
帯
、
狩
衣
指
貫
い
ず
れ
の
服
制
を

採
る
に
し
ろ
、
い
わ
ゆ
る
強
装
束
に
表
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
た
。
固
く

織
っ
た
地
質
に
糊
を
ひ
い
て
強
く
衣
文
を
張
ら
せ
た
強
装
束
は
、
平
家
の
拾
頭
と
共

に
六
波
羅
様
と
し
て
流
行
し
、
柔
ら
か
さ
を
軟
弱
と
み
な
す
風
潮
の
中
で
鎌
倉
武
士

の
間
に
も
急
速
に
浸
透
し
次
第
に
晴
の
行
事
用
と
し
て
定
着
し
、
鎌
倉
時
代
後
期
以

降
は
公
武
の
俗
体
肖
像
造
立
の
際
に
礼
装
用
の
強
装
束
に
威
儀
を
正
し
た
姿
に
表
わ

す
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
と
し
、
こ
う
し
た
堅
硬
で
鋭
い
直
線
美
を
示
す
強
装
束
に

な
え
し
よ
う
ぞ
く

対
し
て
三
浦
義
明
像
は
打
ち
な
や
し
て
柔
ら
か
く
仕
立
て
た
「
柔
装
束
」
、
即
ち
打

梨
の
束
帯
に
身
を
包
ん
で
お
り
、
鎌
倉
時
代
後
期
の
武
人
肖
像
と
し
て
は
異
色
の
存

⑥

在
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
本
像
の
着
衣
の
扱
い
も
柔
装
束
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
、
強
装

束
の
衣
冠
束
帯
像
が
大
勢
を
占
め
る
中
に
あ
っ
て
柔
装
束
を
着
用
し
た
本
像
も
ま
た

九
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次
い
で
技
法
面
で
の
特
徴
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。

本
像
で
の
頭
体
部
の
接
合
は
、
砲
後
ろ
襟
元
内
面
に
わ
ず
か
な
小
突
起
を
彫
出
し
、

そ
の
上
に
桟
（
板
材
）
を
前
後
に
渡
し
て
頭
部
を
置
く
手
法
を
採
用
し
て
い
た
。
桟

自
体
は
後
補
時
に
よ
る
も
の
と
も
み
ら
れ
る
が
、
首
衲
は
底
部
が
水
平
面
を
も
つ
丸

衲
状
に
な
っ
て
お
り
、
桟
な
し
で
頭
部
を
後
襟
内
側
の
小
突
起
に
か
け
て
固
定
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
木
彫
刻
に
お
け
る
頭
体
部
の
接
合
法
は
通
常
み
ら
れ
る
三
道

下
で
の
差
首
、
割
首
を
初
め
、
首
衲
を
Ｖ
字
状
に
し
襟
元
に
挿
入
す
る
手
法
や
頸
下

内
面
に
棚
上
の
突
起
を
つ
く
り
首
衲
を
か
け
る
手
法
な
ど
様
々
な
方
法
が
あ
る
。
本

像
の
方
法
も
ま
た
こ
の
よ
う
な
一
例
で
あ
ろ
う
が
、
頸
下
内
面
に
彫
出
し
た
棚
状
突

起
に
頭
部
を
載
せ
る
場
合
、
多
く
は
首
衲
の
前
後
材
い
ず
れ
か
一
方
を
短
く
欠
い
て

極
め
て
希
な
例
と
み
ら
れ
る
。
三
浦
義
明
像
が
柔
装
束
を
採
用
し
た
理
由
と
し
て
松

島
氏
は
旧
像
の
再
興
造
像
と
し
て
の
性
格
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
が
、
本
像
の
場
合
で

は
旧
像
の
存
在
は
想
定
し
が
た
く
、
柔
装
束
を
採
用
し
た
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

柔
装
束
は
、
礼
装
と
し
て
強
装
束
が
大
勢
を
占
め
た
後
も
楚
々
の
装
束
と
し
て
簡

略
な
日
常
用
、
改
ま
ら
ぬ
略
儀
用
と
し
て
着
用
さ
れ
て
お
り
、
右
足
の
み
袴
か
ら
出

し
安
坐
す
る
点
や
別
裾
を
表
わ
さ
な
い
点
な
ど
も
併
せ
て
考
え
る
と
、
本
像
の
着
衣

の
扱
い
は
略
式
で
、
か
な
り
く
だ
け
た
表
現
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

衣
冠
束
帯
像
と
し
て
こ
う
し
た
異
質
な
表
現
を
敢
え
て
採
っ
た
こ
と
は
、
像
主
の

人
柄
や
気
質
を
よ
く
知
る
依
頼
者
側
の
意
向
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
本
像
が

単
な
る
追
慕
像
や
紀
念
的
肖
像
で
な
い
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

■■■■■

ー

■■■■■■

逆
Ｌ
字
状
に
し
、
棚
上
突
起
に
掛
け
る
よ
う
に
頭
部
を
据
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、

本
像
の
場
合
、
首
衲
底
部
が
水
平
面
を
も
ち
、
現
状
で
も
頭
体
部
と
の
バ
ラ
ン
ス
は

取
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
当
初
よ
り
桟
上
に
頭
部
を
載
せ
る
接
合
法
を
用
い
て
い
た
も

の
と
推
測
で
き
る
。

こ
の
接
合
法
で
は
、
首
衲
を
Ｖ
字
状
に
し
襟
元
に
挿
入
す
る
手
法
や
首
下
内
側
に

棚
状
突
起
を
つ
く
り
首
衲
を
か
け
る
手
法
と
同
様
に
、
頭
部
は
体
部
に
安
定
し
た
形

で
据
え
付
け
ら
れ
る
も
の
の
、
頭
体
部
の
緊
結
と
い
っ
た
点
で
は
差
首
、
割
首
に
比

べ
や
や
劣
る
。
頭
部
が
比
較
的
容
易
に
体
部
か
ら
外
れ
る
禅
宗
僧
侶
肖
像
彫
刻
や
俗

体
肖
像
彫
刻
の
例
に
あ
っ
て
は
こ
う
し
た
接
合
法
を
用
い
て
い
る
も
の
が
か
な
り
確

認
で
き
る
。

で
は
頭
体
の
容
易
な
分
離
は
肖
像
彫
刻
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
で

あ
ろ
う
か
。

既
に
諸
先
学
に
よ
っ
て
繧
々
説
か
れ
る
よ
う
に
禅
宗
僧
侶
肖
像
彫
刻
や
俗
体
肖
像

彫
刻
で
は
、
頭
部
は
極
め
て
写
実
的
に
表
わ
さ
れ
像
主
の
個
性
、
風
貌
を
よ
く
示
す

が
、
体
部
の
造
形
は
一
般
に
定
形
化
し
変
化
に
乏
し
い
と
さ
れ
る
。
写
実
性
ｌ
も
ち

ろ
ん
写
実
に
基
づ
く
理
想
化
も
含
ま
れ
る
が
ｌ
に
富
ん
だ
頭
部
こ
そ
肖
像
彫
刻
の
生

命
と
い
え
る
。
従
っ
て
制
作
に
あ
た
っ
て
も
頭
部
と
体
部
と
で
は
そ
の
制
作
意
識
に

差
が
あ
り
、
特
に
頭
部
側
に
大
き
な
意
識
、
配
盧
が
置
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
る
。

禅
宗
僧
侶
肖
像
彫
刻
の
頭
部
に
対
す
る
特
別
な
意
識
は
既
に
大
徳
寺
調
査
報
告
で

⑦

言
及
さ
れ
て
い
る
。
徳
禅
寺
に
は
徹
翁
義
亨
像
が
安
置
さ
れ
る
が
、
こ
れ
と
は
別
に

大
徳
寺
（
宝
蔵
）
に
も
徹
翁
義
亨
像
の
頭
部
（
明
暦
四
年
・
康
春
作
）
が
あ
り
、
納

入
箱
に
は
頭
部
の
み
を
別
に
造
り
万
一
の
た
め
に
保
存
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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ま
た
聚
光
院
に
は
笑
嶺
宗
訴
像
頭
部
が
あ
り
、
火
災
の
際
に
は
こ
れ
を
ま
ず
第
一
に

井
戸
に
沈
め
る
と
の
伝
え
が
残
る
。
そ
の
ほ
か
大
仙
院
古
岳
宗
亘
像
、
芳
春
院
玉
室

宗
珀
像
は
頭
部
の
み
陶
製
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
近
世
資
料
で
は
あ
る
が
、
火
災
時
の

際
に
頭
部
だ
け
で
も
保
存
救
出
す
る
工
夫
と
報
告
さ
れ
て
お
り
、
事
後
に
改
め
て
そ

の
頭
部
を
も
と
に
肖
像
を
再
興
造
像
す
る
意
図
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
頭

部
が
比
較
的
容
易
に
体
部
か
ら
外
れ
る
接
合
法
も
、
非
常
時
に
備
え
た
対
策
処
置
と

も
思
わ
れ
る
。

加
え
て
先
に
み
た
制
作
上
の
意
識
の
差
を
重
視
し
、
実
際
の
制
作
過
程
を
想
像
す

れ
ば
以
下
の
よ
う
に
も
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

制
作
者
（
仏
師
）
は
、
定
形
化
し
た
体
部
に
つ
い
て
は
比
較
的
容
易
に
彫
刻
で
き

る
が
、
頭
部
制
作
に
あ
た
っ
て
は
像
主
が
描
か
れ
た
紙
形
等
を
初
め
と
す
る
絵
画
類

を
も
と
に
写
実
的
に
立
体
化
さ
れ
る
。
平
面
か
ら
の
忠
実
な
立
体
化
は
専
門
仏
師
に

と
っ
て
は
た
や
す
い
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
完
成
し
た
（
と
思
え
る
）
頭
部

が
像
主
の
個
性
、
容
貌
を
極
め
て
よ
く
表
わ
し
、
ま
た
写
実
に
基
づ
い
た
理
想
化
が

計
ら
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
制
作
依
頼
者
が
持
つ
像
主
の
イ
メ
ー
ジ
、
意
向

と
た
だ
ち
に
一
致
す
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
。
合
致
し
な
け
れ
ば
依
頼
者
か
ら

修
正
、
作
り
直
し
が
幾
度
も
要
求
さ
れ
、
依
頼
者
の
主
観
に
合
致
す
る
ま
で
仏
師
は

そ
れ
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
つ
ま
り
仏
師
に
と
っ
て
は
写

実
立
体
化
の
た
め
力
量
の
ほ
か
に
依
頼
者
の
要
求
に
応
じ
る
術
も
な
く
て
は
な
ら
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。
定
朝
の
例
を
も
ち
だ
す
ま
で
も
な
く
制
作
途
上
あ
る
い
は
完
成

に
近
い
作
品
に
注
文
主
か
ら
修
正
が
要
求
さ
れ
、
ま
た
完
成
品
で
あ
っ
て
も
受
入
れ

ら
れ
な
か
っ
た
事
例
は
日
本
彫
刻
史
の
上
で
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
。

従
っ
て
像
主
の
個
性
、
容
貌
を
写
実
的
に
表
し
、
あ
る
意
味
で
肖
像
彫
刻
の
本
質

で
も
あ
る
頭
部
の
制
作
に
依
頼
主
か
ら
の
意
向
が
強
く
作
用
し
な
か
っ
た
と
は
考
え

難
い
。
む
し
ろ
依
頼
者
の
要
求
は
、
頭
部
の
制
作
途
上
か
ら
完
成
に
至
る
ま
で
絶
え

る
こ
と
な
く
細
部
に
わ
た
っ
て
あ
れ
こ
れ
と
修
正
、
作
り
直
し
を
求
め
た
も
の
と
想

像
さ
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
推
測
す
れ
ば
頭
体
部
の
容
易
な
分
離
は
、
頭
部
制
作
の
上
で
依

頼
者
の
主
観
に
沿
っ
た
形
で
修
正
等
を
行
う
た
め
の
工
夫
と
も
み
ら
れ
、
制
作
途
上

あ
る
い
は
完
成
し
た
体
部
を
損
わ
ず
に
頭
部
を
制
作
す
る
た
め
の
必
要
な
処
置
で
あ

③

っ
た
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
大
心
院
に
保
管
さ
れ
る
細
川
政
元
像
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
、
二
、
三
の

特
徴
に
つ
い
て
簡
略
な
が
ら
私
見
を
述
べ
て
み
た
。
繰
り
返
す
が
像
主
の
確
定
に
つ

い
て
は
よ
り
慎
重
に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
本
像
の
装
束
や
形
姿
は
一
般
の

衣
冠
束
帯
像
に
準
拠
し
な
が
ら
も
略
式
で
く
だ
け
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
通
常
の

威
儀
を
正
し
た
肖
像
と
は
そ
の
性
格
を
異
に
す
る
。
こ
う
し
た
点
は
や
は
り
像
主
の

⑨

人
格
や
気
質
、
ま
た
そ
れ
を
知
る
依
頼
主
の
意
向
の
表
れ
で
も
あ
り
、
そ
の
点
で
本

像
が
細
川
政
元
で
あ
る
と
伝
え
る
こ
と
は
、
政
元
の
生
涯
と
共
に
極
め
て
興
味
の
あ

る
問
題
で
あ
ろ
う
。
時
間
的
余
裕
の
な
い
ま
ま
稿
を
起
こ
し
た
た
め
不
明
の
点
も
多

々
残
す
結
果
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
今
後
の
検
討
に
委
ね
る
こ
と
に
す
る
。

①
そ
の
他
の
法
量
は
以
下
の
通
り
。

冠
頂
ｌ
顎
二
六
・
五
頂
ｌ
顎

戸

註
■ ■

二
三
・
○
面
幅
一
七
・
○

九
一
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耳
張
（
現
状
）
二
○
・
五
面
奥
（
現
状
）
一
九
・
六
胸
厚
二
六
・
四

腹
厚
二
九
・
四
袖
張
一
二
五
・
六
膝
張
七
五
・
二

坐
奥
四
八
・
八
膝
高
（
右
）
一
七
・
六
同
（
左
）
一
七
・
二

②
頭
部
前
後
材
を
角
衲
・
角
孔
で
結
合
す
る
手
法
は
鎌
倉
時
代
以
降
に
み
ら
れ
る
。
僅

か
で
は
あ
る
が
管
見
に
触
れ
た
作
品
と
柄
の
位
置
、
個
数
を
次
に
示
す
。

正
平
十
二
・
延
文
二
年
（
一
三
五
七
）
大
阪
・
千
手
寺
千
手
観
音
立
像

頭
頂
矧
ぎ
面
一
、
首
衲
左
右
矧
ぎ
面
各
一
・

十
四
世
紀
後
半
奈
良
・
品
善
寺
薬
師
如
来
像

頭
部
矧
ぎ
面
左
右
各
一
、
首
衲
中
央
矧
ぎ
面
一
・

文
亀
三
年
（
一
五
○
三
）
三
重
・
大
福
田
寺
阿
弥
陀
如
来
立
像

頭
頂
矧
ぎ
面
一
、
首
衲
左
右
矧
ぎ
面
各
一
・

永
正
十
一
年
（
一
五
一
四
）
奈
良
・
西
大
寺
奥
院
地
蔵
菩
薩
立
像

頭
頂
矧
ぎ
面
一
、
首
衲
中
央
矧
ぎ
面
一
・

天
文
十
七
年
（
一
五
四
八
）
奈
良
・
西
光
院
地
蔵
菩
薩
半
珈
像

頭
頂
一
、
両
耳
後
矧
ぎ
面
各
一
、
首
衲
左
右
矧
ぎ
面
各
一
・

③
な
お
作
者
を
含
め
た
制
作
環
境
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
十
六
世
紀
初
頭
の
京
都

造
像
界
に
つ
い
て
は
慶
派
仏
師
（
七
条
仏
師
）
の
動
向
が
東
寺
を
中
心
に
語
ら
れ
る
程

度
で
、
院
派
仏
師
に
つ
い
て
は
そ
の
事
蹟
を
見
失
い
、
ま
た
当
時
の
貴
紳
達
が
記
し
た

日
記
、
記
録
類
か
ら
は
京
都
仏
師
・
奈
良
仏
師
・
そ
の
他
の
仏
師
の
活
動
が
散
見
で
き

る
が
、
遺
品
も
少
な
く
そ
の
動
向
に
つ
い
て
は
今
だ
把
握
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
。
時
期
は
や
や
遡
る
が
、
『
満
済
准
后
日
記
』
正
長
元
年
（
一
四
二
八
）
正
月
条

に
は
奈
良
仏
師
を
し
て
（
足
利
）
義
持
像
を
作
ら
せ
た
記
事
も
み
ら
れ
、
本
像
の
制
作

者
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
の
仏
師
と
も
決
め
難
い
。

④
京
都
・
竜
安
寺
に
所
蔵
さ
れ
る
細
川
政
元
像
（
画
像
）
は
、
頬
髭
、
顎
髭
を
生
や
し

た
強
装
束
の
衣
冠
束
帯
像
で
、
本
像
の
容
姿
と
は
か
な
り
異
な
る
。

⑤
『
妙
心
寺
史
』
に
よ
る
。
な
お
『
実
隆
公
記
』
永
正
七
年
十
二
月
十
二
日
条
に
は
大

心
院
炎
上
の
記
事
を
載
せ
る
。

⑥
松
島
健
「
満
昌
寺
鎮
守
御
霊
明
神
社
安
置
の
三
浦
義
明
像
」
（
『
三
浦
古
文
化
』
五
二

平
成
五
年
七
月
）
。

⑦
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
美
術
工
芸
課
「
大
徳
寺
調
査
報
告
ｌ
第
八
回
重
要
社
寺
歴
史

資
料
特
別
調
査
ｌ
」
（
『
月
刊
文
化
財
』
二
○
七
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
）
。

⑧
こ
う
し
た
推
測
が
成
り
立
つ
た
め
に
は
、
在
銘
資
料
に
あ
っ
て
頭
部
と
体
部
と
に
記

さ
れ
た
日
付
の
差
に
注
目
し
、
体
部
の
制
作
が
少
な
く
と
も
頭
部
よ
り
先
行
あ
る
い
は

同
時
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
近
世
資
料
で
管
見
に
及
ん
だ
例
と
し
て
妙
心
寺
衡
梅
院

蔵
雪
江
宗
深
像
（
寛
文
十
二
年
・
大
宮
上
之
大
仏
師
右
京
作
）
が
あ
る
。
雪
江
宗
深
像

の
頭
体
部
の
接
合
は
首
衲
を
Ｖ
字
状
に
し
襟
元
に
挿
入
す
る
手
法
を
採
っ
て
お
り
、
玉

眼
押
木
の
墨
書
銘
は
「
十
月
吉
日
」
、
体
部
内
面
前
後
に
記
さ
れ
た
墨
書
銘
は
「
九
月

吉
日
」
と
な
っ
て
お
り
、
頭
部
に
先
立
っ
て
体
部
が
完
成
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

⑨
巾
子
冠
を
頭
部
と
は
別
材
製
に
す
る
点
も
こ
の
期
の
衣
冠
束
帯
像
と
し
て
は
通
用
で

あ
る
が
、
細
川
政
元
が
「
平
生
一
向
烏
帽
子
を
着
け
ず
」
（
『
後
法
興
院
記
』
）
と
さ
れ

た
点
と
絡
め
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
砲
の
色
も
現
状
で
は
緋
色

で
あ
り
武
家
衣
冠
束
帯
像
に
み
ら
れ
る
黒
色
と
は
異
な
る
。
着
衣
の
色
彩
は
有
職
故
実

に
あ
っ
て
大
き
な
要
素
で
あ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ

た
。
後
考
に
ま
ち
た
い
。

九



図 l 大心院蔵細川政元像
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図 2 同左斜
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図3 同左側面



図4 同 背面
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図5 同像底
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図8 面部（巾子冠）
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図9 面部 図7 頭部前面材内面



こ
こ
に
紹
介
す
る
作
品
は
、
新
出
の
扇
面
画
（
紙
本
墨
画
・
二
○
・
五
×
五
○
・

五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
・
図
１
）
で
あ
る
。
箱
書
表
題
に
は
「
渓
（
啓
）
書
記
筆
」
と

あ
る
が
、
画
面
右
下
に
捺
き
れ
た
印
章
（
「
輝
忠
」
朱
文
重
郭
方
印
、
「
式
部
」
白
文

方
印
）
か
ら
、
室
町
後
期
の
画
家
式
部
輝
忠
（
生
没
年
不
詳
）
の
筆
に
な
る
も
の
と

分
か
る
。

図
は
、
墨
画
金
泥
引
に
よ
り
、
お
そ
ら
く
商
山
四
皓
を
描
く
も
の
と
思
わ
れ
る
（
た

だ
し
商
山
四
皓
に
し
て
は
、
頭
髪
が
や
や
黒
い
の
が
気
に
な
る
）
。
画
面
中
央
に
固

ま
っ
て
歩
く
四
皓
を
配
し
、
右
端
に
は
太
い
松
樹
の
幹
の
み
を
描
き
、
一
本
の
枝
が

四
皓
の
頭
上
を
覆
う
よ
う
に
横
切
っ
て
左
方
へ
と
降
り
て
き
て
い
る
。
頭
部
の
大
き

な
四
皓
の
風
貌
は
、
生
き
生
き
と
し
て
い
て
、
他
の
式
部
画
に
も
見
ら
れ
る
、
や
や

癖
の
あ
る
独
特
の
譜
諺
味
を
醸
し
出
し
、
実
に
微
笑
ま
し
い
。
い
わ
ゆ
る
「
折
蘆
描
」

の
衣
文
の
描
写
も
、
軽
や
か
で
歯
切
れ
良
く
、
こ
れ
も
式
部
特
有
の
も
の
で
あ
る
。

余
白
を
埋
め
る
金
泥
は
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
四
皓
た
ち
の
存
在
を
さ
ら
に
引
き
立
て
、

画
面
全
体
を
明
る
く
装
飾
す
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
式
部
画
に
は
通
例
の
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
本
図
は
、
他
の
式
部
の
扇
面
画
の
作
風
と
比
較
し
て
、
そ
の
個
性
的
な
人

物
描
写
、
巧
み
な
筆
致
や
墨
調
、
金
泥
の
技
法
な
ど
、
い
ず
れ
も
共
通
し
、
式
部
真

筆
と
見
て
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
扇
形
を
充
分
考
盧
し
、
そ
の
湾
曲
に
沿

っ
て
、
画
面
を
周
到
に
構
成
す
る
の
も
、
式
部
画
の
特
徴
で
あ
り
、
本
図
も
そ
の
例

大
心
院
所
蔵
の
式
部
輝
忠
「
商
山
四
皓
図
」
扇
面

長
井
健

に
漏
れ
な
い
。

式
部
輝
忠
は
、
十
六
世
紀
に
関
東
で
活
躍
し
た
と
考
え
ら
れ
る
画
家
で
あ
る
が
、

遺
品
の
多
さ
や
個
性
的
な
画
風
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
長
ら
く
い
わ
ゆ
る
逸
伝
の
画
家

と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
「
式
部
」
と
い
う
呼
称
も
、
戦
前
ま
で
は
「
龍
杏
」
と
誤

読
さ
れ
、
近
年
ま
で
同
じ
く
室
町
後
期
の
祥
啓
一
派
の
う
ち
の
一
画
家
と
し
て
認
識

さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
（
本
図
の
箱
書
も
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
）
。
最
近
に
な
り
、
こ
の
画
家
に
つ
い
て
の
研
究
は
大
き
な
進
展
を
見
、
現
在
で

は
雪
村
と
並
ぶ
、
室
町
後
期
の
傑
出
し
た
画
人
の
一
人
と
し
て
の
評
価
が
与
え
ら
れ

て
い
る
。
若
年
期
は
祥
啓
に
感
化
さ
れ
、
後
に
狩
野
派
（
と
り
わ
け
小
田
原
狩
野
派
）

と
の
接
触
に
よ
っ
て
、
両
者
の
作
風
を
融
合
し
、
独
自
の
一
種
奇
矯
な
画
風
を
確
立

①
②

し
て
い
っ
た
ら
し
い
こ
と
や
、
駿
河
今
川
氏
と
の
関
係
が
あ
っ
た
ら
し
い
こ
と
な
ど

が
指
摘
さ
れ
、
次
第
に
そ
の
存
在
も
具
体
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

さ
て
、
式
部
画
の
特
徴
と
し
て
は
、
比
較
的
扇
面
画
が
多
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

そ
の
い
ず
れ
も
が
、
墨
画
金
泥
引
と
い
う
手
法
で
描
か
れ
、
作
風
も
類
似
す
る
も
の

が
多
い
。
ま
た
、
す
べ
て
実
際
に
扇
と
し
て
使
用
さ
れ
た
形
跡
が
な
い
。
式
部
の
ま

と
ま
っ
た
扇
面
画
群
と
し
て
は
、
従
来
よ
り
久
松
家
旧
蔵
の
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。

も
と
は
六
十
面
の
六
曲
一
双
貼
付
屏
風
で
あ
っ
た
が
、
現
在
は
三
十
面
の
屏
風
に
改

装
さ
れ
、
残
り
は
諸
家
分
蔵
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
当
初
よ
り
こ
の
ま
ま
の
貼

交
屏
風
の
状
態
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
ま
た
「
式
部
」
白
文
方
印
の
み
を
捺
す
の
で
、

本
図
が
こ
れ
ら
と
は
一
具
で
は
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
久
松
家
旧

③

蔵
本
以
外
に
も
、
相
当
数
の
作
品
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
本
図
も
そ
の
新
た
な
資
料

と
し
て
付
け
加
え
ら
れ
よ
う
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
山
下
裕
二
氏
に
よ
り
注
目

す
べ
き
推
測
が
な
さ
れ
て
い
る
。
『
古
画
備
考
』
の
康
西
堂
（
仲
安
真
康
）
の
項
に

九
八
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た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
扇
面
は
状
態
や
寸
法
が
ま
ち
ま
ち
で
、
本
来
一
具
の
も
の
で
あ

っ
た
か
ど
う
か
は
断
定
し
か
ね
る
と
の
こ
と
で
、
本
図
に
つ
い
て
も
、
よ
り
詳
し
い

比
較
検
討
が
改
め
て
必
要
だ
が
、
図
版
写
真
で
比
較
す
る
限
り
は
、
印
章
の
組
み
合

わ
せ
も
一
致
し
、
中
に
は
作
風
の
酷
似
し
た
作
品
も
あ
る
の
で
、
本
来
一
具
で
制
作

さ
れ
た
も
の
が
混
じ
っ
て
い
る
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

「
松
平
隠
岐
守
所
持
、
金
地
屏
風
、
扇
面
ニ
テ
人
物
花
鳥
魚
ノ
押
画
、
凡
三
十
余
枚

皆
、
龍
杏
ノ
印
ア
リ
（
以
下
略
）
」
と
の
記
述
が
見
ら
れ
、
久
松
家
旧
蔵
本
の
他
に

も
貼
交
屏
風
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
、
現
存
す
る
残
り
の
扇
面
画
の
す
べ
て
、
あ
る④

い
は
一
部
が
こ
の
記
事
の
屏
風
に
該
当
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

④ ③
さ
ら
に
、
一
九
九
八
年
に
栃
木
県
立
博
物
館
・
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
で
開
催
さ

れ
た
「
関
東
水
墨
画
の
二
○
○
年
」
展
で
は
、
新
出
作
品
と
し
て
扇
面
画
帖
二
十
面
が

紹
介
さ
れ
、
こ
れ
で
式
部
の
扇
面
画
は
、
久
松
家
旧
蔵
本
以
外
で
は
、
本
図
も
含
め
れ

ば
、
計
三
十
五
面
ほ
ど
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

④
註
①
に
同
じ
。

②
赤
沢
英
二
・
大
石
利
雄
「
式
部
輝
忠
小
考
ｌ
新
出
扇
面
画
の
紹
介
を
兼
ね
て
ｌ
」
『
東

①
山
下
裕
二
「
式
部
輝
忠
の
研
究
ｌ
雨

○
八
四
（
一
九
八
五
）
、
同
「
式
部
輝

‐
Ｊ
『
国
華
』
二
六
二
（
一
九
九
三

「
式
部
輝
忠
の
研
究
ｌ
関

戸

註
I 。 ■

京
学
芸
大
学
紀
要
第
二
部
門
人
文
科
学
四
一
』
（
一
九
九
○
）

東
水
墨
画
に
関
す
る
一
考
察
１
Ｊ
『
国
華
』
一

坐
八
五
）
、
同
「
式
部
輝
忠
再
論
ｌ
轆
靱
人
狩
猟
図
屏
風
を
中
心
と
し
て

九
九
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大
法
院
は
妙
心
寺
塔
頭
の
ひ
と
つ
で
、
妙
心
寺
境
内
の
西
北
に
所
在
す
る
。
真
田

信
之
の
孫
で
信
吉
の
長
女
で
あ
り
、
千
種
大
納
言
有
維
の
室
で
あ
っ
た
長
姫
が
、
寛

永
二
年
（
一
六
二
五
）
に
淡
道
廉
和
を
開
祖
と
し
て
創
立
し
た
大
名
塔
頭
で
あ
る
。
創

立
は
真
田
信
之
の
遺
命
に
も
と
づ
く
も
の
で
、
大
法
院
は
信
之
の
法
名
で
あ
る
。
信

濃
松
代
藩
真
田
家
か
ら
毎
年
五
十
石
の
院
禄
が
施
入
さ
れ
て
い
た
。

当
院
の
建
築
に
つ
い
て
、
妙
心
寺
大
工
家
に
伝
え
ら
れ
た
「
棟
梁
代
々
記
」
中
の

六
代
望
月
宇
兵
衛
秦
勝
清
の
項
に
、

塔
中
大
法
院
方
丈
上
棟
卯
四
月
七
日
玄
関

庫
裡
上
棟
寅
十
一
月
十
二
日

棟
門

と
い
う
記
事
が
見
え
る
。
勝
清
が
妙
心
寺
棟
梁
に
な
っ
た
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
も

の
の
、
寛
文
六
年
（
一
六
六
六
）
の
東
海
庵
普
請
帳
に
字
兵
衛
の
名
が
現
わ
れ
、
ま
た

養
子
秦
勝
久
が
七
代
棟
梁
と
な
っ
た
の
が
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

寛
文
期
か
ら
延
宝
三
年
ま
で
の
こ
ろ
に
活
動
し
て
い
る
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
「
棟

梁
代
々
記
」
は
大
法
院
の
記
事
を
寛
文
六
年
の
東
海
庵
造
営
記
事
の
前
に
お
い
て
い

る
か
ら
、
当
院
の
建
築
は
寛
文
期
に
行
わ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
そ
れ
だ
と
庫
裏
は

寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
に
建
て
ら
れ
、
そ
の
翌
年
に
方
丈
と
玄
関
が
建
て
ら
れ
た
こ

と
に
な
る
。
現
在
、
方
丈
は
な
く
、
表
門
・
庫
裏
・
書
院
な
ど
が
の
こ
さ
れ
て
い
る
。

大
法
院
の
書
院

’

永
井
規
男

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

Ｉ

ｌ
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Ｉ
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ｌ

大
法
院
で
も
っ
と
も
古
い
と
考
え
ら
れ
る
建
物
は
、
庫
裏
に
接
続
し
て
そ
の
背
後

に
建
つ
書
院
で
あ
る
。
建
立
年
次
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
庫
裏
と
同
時
と
す
れ
ば
寛

文
二
年
こ
ろ
で
あ
る
が
、
右
の
「
棟
梁
代
々
記
」
に
は
書
院
の
記
述
が
な
く
、
様
式

上
か
ら
一
七
世
紀
中
葉
を
く
だ
ら
な
い
も
の
と
推
定
さ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
書
院
建

築
と
し
て
は
妙
心
寺
内
で
も
古
い
も
の
で
あ
る
こ
と
、
現
状
は
改
造
を
経
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
こ
こ
で
と
り
あ
げ
て
若
干
の
考
察
を
述
べ
、
内
部
を
飾
る
絵
画
の
研

究
の
た
め
の
参
考
に
供
し
た
い
。
書
院
は
現
状
桁
行
二
・
六
メ
ー
ト
ル
、
梁
行

一
○
・
三
メ
ー
ト
ル
の
規
模
で
、
屋
根
は
銅
板
葺
の
一
重
の
入
母
屋
造
で
そ
の
東
端

は
庫
裏
に
接
続
し
て
い
る
。
南
を
正
面
に
し
て
南
と
西
の
両
面
に
高
欄
付
き
の
吹
き

放
ち
の
広
縁
を
ま
わ
し
、
背
面
に
は
濡
縁
が
付
い
て
い
る
。
内
部
は
前
後
二
列
に
そ

れ
ぞ
れ
各
三
室
を
配
し
、
計
六
室
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
西
北
隅
の
十
畳
間
を
一
の
間

と
し
、
西
側
に
床
の
間
、
違
い
棚
を
設
け
、
そ
の
南
の
八
畳
間
を
こ
の
間
と
し
て
い

る
。
二
の
間
の
西
側
の
北
一
間
に
は
付
書
院
が
つ
く
。
中
央
の
奥
は
十
畳
大
の
仏
間

で
、
そ
の
南
の
八
畳
間
に
は
仏
間
の
前
室
と
す
る
と
同
時
に
二
の
間
の
次
の
間
す
な

わ
ち
三
の
間
と
し
て
の
性
格
を
も
た
せ
て
い
る
。
東
端
は
庫
裏
の
妻
と
接
し
た
一
間

幅
通
り
で
、
南
か
ら
長
四
畳
間
、
二
畳
大
の
板
の
間
、
奥
三
畳
間
と
な
る
。
広
縁
に

面
し
た
こ
室
（
こ
の
間
、
三
の
間
）
の
外
廻
り
に
は
、
吹
寄
舞
良
戸
と
明
障
子
を
組

合
せ
た
も
の
（
明
障
子
を
中
納
め
と
す
る
）
を
建
て
込
み
、
背
面
外
廻
り
は
腰
障
子

引
違
い
と
す
る
。
内
部
は
襖
建
て
で
、
こ
の
間
と
三
の
間
と
の
境
は
内
法
上
を
檸
桟

の
欄
間
と
し
て
天
井
は
通
し
と
し
て
い
る
。
ま
た
三
の
間
と
仏
間
境
上
部
は
筬
欄
間

を
は
め
て
い
る
。
柱
は
小
面
取
の
角
柱
、
軒
は
疎
垂
木
で
構
成
さ
れ
、
吹
寄
舞
良
戸

あ
る
い
は
問
境
や
付
書
院
に
つ
い
た
祷
酒
な
欄
間
な
ど
と
あ
い
ま
っ
て
、
軽
快
な
数

寄
屋
風
害
院
と
し
て
の
趣
を
見
せ
て
い
る
。

一

○
一

I
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た
の
は
、
幕
末
か
明
治
初
期
に
方
丈
が
失
わ
れ
、
仏
間
等
を
こ
こ
に
新
た
に
設
け
全

こ
と
に
よ
る
。
た
だ
し
仏
壇
の
部
材
は
古
く
、
方
丈
に
あ
っ
た
も
の
を
も
っ
て
き
坐

よ
う
で
あ
る
。
き
て
、
一
の
間
と
こ
の
間
境
の
入
側
柱
（
付
害
院
の
北
脇
柱
）
を
鉱

る
と
、
そ
の
西
北
隅
部
分
に
は
、
か
っ
て
外
部
に
直
接
面
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
ラ

風
触
が
見
ら
れ
、
ま
た
柱
東
面
に
は
床
権
の
仕
口
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
。
一
方
、

一
の
間
の
床
の
間
と
違
い
棚
を
構
成
す
る
柱
そ
の
他
の
部
材
は
、
二
の
間
の
も
の
Ｌ

同
じ
古
び
を
も
ち
、
そ
の
床
枢
の
成
は
痕
跡
に
見
ら
れ
る
権
仕
口
の
成
と
等
し
い
。

二
の
間
の
も
の
と

す
な
わ
ち
一
の
間
は
後
の
改
造
拡
張
に
よ
る
も
の
で
当
初
は
な
く
、
改
造
以
前
は
現

在
の
こ
の
間
が
一
の
間
で
、
三
の
間
が
次
の
間
と
な
る
、
す
な
わ
ち
一
列
二
室
型
の

書
院
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
定
で
き
る
。
な
お
現
状
の
こ
の
間
と
三
の
問
境
は
当
初
の

ま
ま
で
、
仏
間
と
三
の
問
境
は
、
両
脇
の
柱
が
新
し
く
旧
形
を
明
か
に
で
き
な
い
。

改
造
以
前
は
現

ま
た
一
の
間
と
二
の
間
の
境
の
天
井
廻
縁
下
に
は
、
中
央
よ
り
や
や
東
に
寄
っ
て
、

柱
衲
と
柱
当
り
の
跡
が
見
ら
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
以
前
は
二
の
間
の
北
面
』

付
書
院
に
接
し
て
床
の
間
が
つ
き
、
そ
の
東
に
は
違
い
棚
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
以
前
は
二
の
間
の
北
面
』

そ
の
東
に
は
違
い
棚
が
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。

以
前
は
二
の
間
の
北
面
に

雨
戸
の
な
い
柱
間
装
置
な
ど
は
古
風
で
、
建
立
年
代
は
当
院
創
立
の
寛
永
二
年
こ

ろ
ま
で
遡
る
可
能
性
も
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
。
塔
頭
書
院
と
し
て
は
珍
し
く
床
の

間
・
違
い
棚
．
付
書
院
の
三
者
と
も
を
座
敷
飾
と
し
て
備
え
て
い
る
例
で
あ
る
。
下

手
（
こ
の
間
）
か
ら
み
て
正
面
に
付
書
院
を
布
置
し
て
い
る
の
が
特
徴
的
で
あ
る
が
、

こ
の
例
は
他
の
妙
心
寺
塔
頭
書
院
に
も
二
三
見
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
ひ
と
つ
の
型

に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
は
最
も
古
い
遣
例
で
あ
ろ
う
。
改
造

小
屋
組
も
材
が
取
り
替
わ
っ
て
い
て
、
当
初
の
姿
を
全
て
復
原
す
る
こ
ぃ

い
も
の
の
、
二
室
構
成
の
小
型
書
院
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

当
初
の
姿
を
全
て
復
原
す
る
こ
と

し
か
し
、
現
在
の
間
取
り
は
当
初
か
ら
の
も
の
で
は
な
い
。
現
状
の
よ
う
に
な
っ

の
は
、
幕
末
か
明
治
初
期
に
方
丈
が
失
わ
れ
、
仏
間
等
を
こ
こ
に
新
た
に
設
け
た

と
に
よ
る
。
た
だ
し
仏
壇
の
部
材
は
古
く
、
方
丈
に
あ
っ
た
も
の
を
も
っ
て
き
た

う
で
あ
る
。
き
て
、
一
の
間
と
こ
の
間
境
の
入
側
柱
（
付
害
院
の
北
脇
柱
）
を
み

と
、
そ
の
西
北
隅
部
分
に
は
、
か
っ
て
外
部
に
直
接
面
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る

は
で
き
な

を
蒙
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
書
院
と
し
て
の
重
要
な
構
成
要
素
は
の
こ
さ
れ
て
お
り
、

軽
快
で
洗
練
さ
れ
た
意
匠
と
あ
い
ま
っ
て
注
目
に
値
す
る
書
院
建
築
と
い
う
こ
と
が

で
聾
さ
る
。

○
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大
法
院
の
書
院
一
の
間
に
は
「
山
水
図
」
の
床
壁
貼
付
・
違
棚
壁
貼
付
と
、
「
山

水
図
」
襖
六
面
が
遣
さ
れ
て
い
る
。
土
居
次
義
氏
は
こ
の
間
と
の
境
の
北
面
の
襖
四

面
に
亙
る
「
山
水
画
」
の
み
を
渡
辺
了
慶
筆
と
し
、
他
の
二
面
の
襖
絵
、
す
な
わ
ち

佛
間
と
の
境
の
東
面
の
も
の
と
、
壁
貼
付
絵
は
狩
野
探
幽
周
辺
の
画
家
の
手
に
成
る

も
の
と
さ
れ
た
。
こ
の
三
者
は
元
来
別
々
の
家
の
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
小
論
で
は
す

べ
て
了
慶
筆
と
結
論
づ
け
た
。
以
下
、
個
別
に
考
察
す
る
。

㈲
床
壁
の
貼
付
絵
は
紙
本
墨
画
で
、
正
面
壁
（
Ａ
‐
３
）
と
左
右
の
袖
壁
（
Ａ
‐
２
，

４
）
に
亙
っ
て
描
か
れ
て
い
る
。
向
っ
て
左
下
に
、
岩
と
松
樹
を
置
い
て
こ
こ
を

重
心
と
し
、
向
っ
て
右
上
の
岩
間
を
落
下
す
る
滝
に
向
っ
て
対
角
線
に
添
っ
て
構

図
を
と
る
。
即
ち
松
下
の
土
波
か
ら
橋
が
架
り
、
対
岸
に
は
岩
が
鑿
え
、
そ
の
岩

の
背
後
に
茅
屋
が
連
な
り
、
回
廊
が
走
り
、
中
心
に
藁
葺
き
の
高
楼
が
立
つ
。
高

楼
中
の
人
物
は
、
更
に
遠
く
に
懸
か
る
滝
を
見
て
お
り
、
全
体
と
し
て
観
爆
図
を

な
す
。
向
っ
て
右
の
袖
壁
に
は
懸
崖
を
め
ぐ
る
道
か
ら
滝
を
見
上
げ
る
人
物
を
配

し
、
そ
の
頭
上
と
足
下
に
梅
と
竹
を
添
え
、
正
面
壁
の
松
と
併
せ
て
松
竹
梅
を
な

す
。
橋
上
に
は
高
士
が
荷
を
担
ぐ
伴
の
男
を
つ
れ
て
高
楼
の
あ
た
り
を
目
指
し
て

歩
む
。
着
衣
は
向
っ
て
左
方
か
ら
の
風
に
な
び
い
て
い
る
。
近
景
の
背
後
に
は
水

面
が
広
が
り
、
同
じ
風
を
受
け
た
帆
船
が
向
っ
て
左
の
袖
壁
の
も
の
と
合
わ
せ
て

大
法
院
書
院
一
の
間
の
渡
辺
了
慶
の
障
壁
画

山
岡
泰
造

長
井
健

す
る
車
輪
松
で
あ
り
、
圭
角
的
な
岩
に
は
鋭
い
斧
雰
皷
を
配
し
て
、
床
貼
付
に
ふ

さ
わ
し
い
謹
直
な
画
面
を
作
っ
て
い
る
。

違
棚
壁
貼
付
絵
は
、
棚
の
下
側
の
み
残
っ
て
い
る
（
Ａ
‐
１
）
。
床
貼
付
と
同
一
の

筆
致
で
あ
る
が
、
構
図
的
に
は
関
連
が
な
い
。
向
っ
て
左
下
に
岩
と
曲
折
す
る
雑
木

を
配
し
て
近
景
と
し
、
向
っ
て
右
上
、
対
角
線
方
向
に
く
の
字
を
な
す
落
雁
の
群
と
、

そ
の
下
に
葦
原
を
描
い
て
い
る
。
な
お
、
上
部
の
戸
袋
四
面
に
は
、
金
砂
子
を
撒
い

た
山
水
人
物
図
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
恐
ら
く
後
世
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

口
佛
間
と
の
境
を
な
す
東
側
の
襖
二
枚
は
、
紙
本
墨
画
淡
彩
で
雪
景
山
水
を
描
く

（
Ａ
‐
９
、
肋
）
。
向
っ
て
右
側
の
襖
か
ら
、
左
側
の
襖
の
下
辺
に
か
け
て
、
葦
の

生
え
る
水
辺
と
大
き
な
岩
に
低
く
生
え
る
枯
木
を
描
き
、
そ
の
斜
め
後
ろ
に
山
と

懸
崖
と
、
懸
崖
を
め
ぐ
る
道
を
配
し
、
そ
こ
に
傘
を
被
っ
た
人
物
を
置
き
、
そ
の

左
方
に
向
か
う
視
線
に
添
っ
て
景
物
を
排
列
す
る
。
す
な
わ
ち
中
景
と
し
て
、
雪

中
に
静
ま
り
返
る
樹
木
に
囲
ま
れ
た
家
並
や
楼
閣
、
町
は
ず
れ
に
は
帆
柱
が
林
立

す
る
。
更
に
高
く
遠
景
の
雪
山
が
向
っ
て
左
方
に
配
さ
れ
る
。
近
景
の
水
辺
に
は

泊
舟
が
一
艘
、
傘
を
被
っ
た
船
頭
の
姿
も
み
え
る
。
こ
の
図
は
㈲
の
壁
貼
付
と
よ

く
似
て
い
る
が
、
㈲
よ
り
構
図
が
穏
や
か
で
景
物
の
表
現
も
柔
か
い
。

日
二
の
問
境
北
側
の
四
面
の
襖
に
描
か
れ
た
「
山
水
図
」
（
Ａ
‐
５
１
８
）
。
紙
本

墨
画
。
襖
は
一
面
づ
っ
布
で
縁
取
り
さ
れ
て
お
り
、
引
手
の
周
辺
に
紙
を
切
り
取

三
艘
描
か
れ
て
い
る
。
水
面
の
彼
方
に
は
、
滝
の
懸
る
遠
山
に
連
な
る
稜
線
が
煙

霧
の
間
に
あ
ら
わ
れ
、
更
に
遠
く
丸
味
を
帯
び
た
山
々
が
シ
ル
エ
ッ
ト
風
に
描
か

れ
る
。
こ
の
図
は
向
っ
て
左
下
か
ら
右
上
へ
の
対
角
線
を
軸
と
し
て
、
近
景
・
中

景
・
遠
景
を
的
確
に
配
置
し
、
そ
れ
を
人
物
の
視
線
や
歩
く
方
向
や
風
向
き
で
緊

密
に
つ
な
い
で
、
ス
キ
の
な
い
構
図
を
と
る
。
松
は
枝
が
鋭
く
曲
折
し
つ
つ
垂
下

一
○
四

」



っ
た
跡
が
あ
る
。
広
々
と
し
た
山
水
を
描
き
、
画
面
の
随
所
に
施
さ
れ
た
金
砂
子

（
銀
砂
子
も
雑
ざ
る
）
の
明
る
さ
が
、
更
に
広
潤
さ
を
助
長
し
て
い
る
。
一
見
す

る
と
画
面
下
方
の
近
景
と
上
方
の
遠
景
と
の
二
元
的
な
構
成
の
よ
う
で
あ
る
が
、

近
景
は
向
っ
て
左
下
か
ら
、
わ
ず
か
に
右
肩
上
り
に
遠
く
高
く
な
っ
て
い
て
、
画

面
に
立
体
感
と
奥
行
き
を
与
え
て
い
る
。
向
っ
て
左
側
二
面
の
手
前
に
は
葦
の
茂

る
岸
辺
を
広
く
と
り
、
右
方
に
向
っ
て
橋
を
架
け
る
。
向
っ
て
右
側
の
二
面
に
は

画
面
中
央
に
丘
塾
を
大
き
く
配
置
す
る
。
丘
塾
の
上
部
に
は
種
々
の
樹
木
が
繁
茂

し
、
木
立
の
間
か
ら
瓦
葺
き
の
楼
門
や
登
廊
や
楼
閣
が
隠
見
す
る
。
そ
の
丘
塾
が

向
っ
て
左
方
に
蓋
る
と
こ
ろ
は
懸
崖
を
な
し
、
崖
下
に
木
戸
の
あ
る
垣
と
竹
藪
に

囲
ま
れ
た
薬
葺
き
の
集
落
が
見
え
、
木
戸
の
前
に
は
犬
が
歩
み
、
荷
物
を
曳
く
人

や
頭
上
に
荷
を
槍
ぐ
人
が
見
え
る
。
上
方
に
貴
顕
、
下
方
に
衆
庶
と
区
別
す
る
。

こ
の
集
落
か
ら
さ
き
の
葦
の
生
え
た
岸
辺
に
渡
る
橋
上
に
は
、
傘
を
被
り
伴
を
連

れ
た
旅
人
が
、
岸
辺
に
は
傘
を
被
っ
た
り
荷
を
槍
い
だ
り
す
る
旅
人
が
三
人
、
い

ず
れ
も
向
っ
て
左
方
に
向
っ
て
歩
む
。
そ
の
背
後
に
は
空
漠
と
し
た
水
面
が
広
が

り
、
帆
船
が
三
艘
、
人
の
歩
み
と
は
逆
の
方
向
、
即
ち
右
に
向
っ
て
す
す
む
。
画

面
全
体
の
左
右
に
大
き
く
遠
山
を
配
し
、
そ
の
間
に
金
砂
子
で
表
き
れ
た
霞
が
、

明
確
な
輪
郭
を
も
っ
て
細
く
長
く
幾
重
に
も
棚
引
き
、
遠
山
の
輪
郭
を
浮
び
上
が

ら
せ
、
画
面
に
遙
か
な
遠
さ
を
与
え
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
Ｈ
・
口
と
は
異
な
り
、

描
写
が
明
蜥
で
、
非
常
に
視
野
が
広
く
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
空
間
が
作
ら
れ
て
い

る
。
水
辺
の
景
か
ら
丘
塾
の
景
へ
と
つ
な
ぐ
景
物
も
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
リ
ズ
ム

を
示
し
て
余
裕
が
あ
り
、
堅
実
で
あ
る
と
と
も
に
心
持
の
よ
い
気
分
を
生
ん
で
お

り
、
画
面
の
中
で
た
ゆ
と
う
気
分
を
与
え
る
。

筆
者
渡
辺
了
慶
〔
正
保
二
年
（
一
六
四
五
）
残
、
享
年
は
六
十
歳
以
上
〕
に
つ
い

て
は
、
今
回
も
土
居
次
義
氏
の
研
究
に
付
け
加
え
る
も
の
は
な
い
が
、
師
の
狩
野
光

信
や
同
門
狩
野
興
以
と
は
や
や
異
な
る
特
色
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
光
信

や
興
以
、
そ
し
て
興
以
に
養
育
さ
れ
た
探
幽
・
尚
信
・
安
信
ら
は
、
原
則
的
に
は
近

景
と
遠
景
の
二
元
論
で
山
水
を
構
成
す
る
が
、
了
慶
は
近
景
と
遠
景
を
つ
な
ぐ
中
景

の
経
営
に
独
特
の
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
る
よ
う
で
、
景
物
の
配
置
や
登
場
人
物
の
視

線
の
活
用
な
ど
は
、
了
慶
の
代
表
作
で
あ
る
西
本
願
寺
白
書
院
（
元
和
三
年
焼
失
後

再
建
）
の
一
の
間
・
二
の
間
の
「
帝
鑑
図
」
や
飛
雲
閣
の
第
一
層
の
二
の
間
の
「
瀧

湘
八
景
図
」
襖
絵
に
も
窺
え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
土
居
次
義
氏
は
一
の
間
の
「
雪

柳
図
」
襖
絵
の
み
を
了
慶
筆
と
す
る
。
）
な
お
日
の
「
山
水
図
」
の
金
砂
子
の
霞
や

雲
煙
の
表
現
に
つ
い
て
、
土
居
氏
は
後
補
と
す
る
が
、
こ
れ
も
西
本
願
寺
白
書
院
の

一
の
間
の
「
帝
鑑
図
」
な
ど
と
比
較
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
も
の
と
考
え
て
も
よ
い
と

思
わ
れ
る
。
な
お
日
の
「
山
水
図
」
に
つ
い
て
は
宮
島
新
一
氏
が
六
曲
屏
風
一
隻
分

を
襖
に
改
装
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

永
徳
の
確
立
し
た
桃
山
様
式
は
、
景
物
を
現
実
の
空
間
と
結
び
つ
け
よ
う
と
す
る

試
み
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
光
信
に
至
り
画
面
空
間
独
自
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
が

は
じ
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
路
を
通
っ
て
画
家
個
人
の
想
念
に
基
づ
く
抽
象
的
・
観

念
的
空
間
（
い
わ
ゆ
る
遠
近
法
に
基
づ
く
空
間
も
そ
の
一
つ
）
に
至
る
の
で
あ
る
が
、

了
慶
の
空
間
構
成
も
そ
こ
へ
至
る
一
つ
の
経
路
と
し
て
注
目
に
値
す
る
の
で
あ
る
。

因
み
に
宮
島
氏
は
㈲
・
口
の
「
山
水
図
」
に
つ
い
て
片
山
尚
景
で
は
な
い
か
と
さ
れ

る
。
「
昌
運
筆
記
」
に
よ
れ
ば
、
了
慶
は
平
戸
藩
に
仕
え
た
と
さ
れ
る
の
で
、
そ
の

点
で
は
片
山
尚
景
の
先
達
に
当
り
、
平
戸
藩
と
妙
心
寺
に
つ
い
て
は
聖
澤
院
を
中
心

と
し
て
深
い
関
係
が
あ
り
、
妙
心
寺
系
の
画
風
が
平
戸
藩
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
と
も

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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土
方
稲
嶺
は
、
享
保
二
○
年
（
一
七
三
五
）
か
ら
寛
保
元
年
（
一
七
四
こ
の
間

に
生
ま
れ
、
文
化
四
年
（
一
八
○
七
）
に
死
去
し
て
い
る
が
、
そ
の
生
涯
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
『
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
』
第
三
号
に
詳
細
を
記
し
て
い
る
の
で
、
本

稿
で
は
言
及
し
な
い
。
さ
て
、
逸
話
に
応
挙
門
人
と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
稲
嶺
の

作
品
に
写
生
の
要
素
が
強
く
み
ら
れ
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
興
国
寺
（
和
歌
山
）

や
妙
心
寺
春
光
院
の
障
壁
画
を
検
討
し
て
み
る
と
、
稲
嶺
は
同
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な

作
風
を
巧
み
に
取
り
込
み
、
写
生
を
基
礎
と
し
て
洗
練
さ
れ
た
筆
運
び
で
、
広
々
と

①

し
た
空
間
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

大
法
院
書
院
東
側
に
接
続
す
る
庫
裏
十
畳
間
に
は
、
稲
嶺
筆
「
叺
々
烏
図
」
襖
絵
、

床
壁
貼
付
絵
及
び
障
子
腰
貼
付
絵
の
計
十
三
面
（
紙
本
墨
画
．
Ｂ
‐
１
１
咽
）
が
遣

存
し
て
い
る
。
改
築
に
際
し
、
手
が
加
え
ら
れ
た
様
子
や
傷
み
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、

稲
嶺
の
落
款
・
印
章
は
現
在
確
認
で
き
な
い
。
古
く
か
ら
稲
嶺
の
作
品
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
と
、
写
生
的
で
切
れ
味
の
鋭
い
水
墨
の
技
法
か
ら
、
本
稿
で
は
一
応
稲

嶺
筆
と
し
て
お
く
が
、
稲
嶺
周
辺
の
画
家
に
よ
る
作
品
と
い
う
可
能
性
も
完
全
に
は

捨
て
き
れ
な
い
。

床
壁
貼
付
絵
（
Ｂ
Ｉ
１
）
は
、
樹
木
や
屋
根
の
周
り
を
飛
び
交
う
叺
々
烏
が
、
遠

い
視
点
か
ら
描
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
画
面
に
つ
い
て
は
、
墨
の
用
い
方
が
い
さ
さ

大
法
院
庫
裏
十
畳
間
の
土
方
稲
嶺
「
叺
々
烏
図
」

｜

I

中
谷
伸
生

福
井
麻
純

（
福
井
麻
純
）

障
子
腰
貼
付
絵
は
、
北
側
及
び
西
側
の
襖
絵
を
引
き
継
い
で
い
る
。
向
か
っ
て
右

側
の
画
面
（
Ｂ
‐
蛆
）
に
は
、
三
羽
の
叺
々
烏
が
、
前
方
を
凝
視
し
な
が
ら
、
ま
た

上
方
を
向
き
な
が
ら
、
そ
し
て
下
方
を
眺
め
つ
つ
飛
翔
す
る
。
要
す
る
に
、
単
調
に

な
り
が
ち
な
烏
た
ち
の
群
に
変
化
を
与
え
つ
つ
、
画
面
を
ま
と
め
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
。
続
く
画
面
（
Ｂ
‐
Ⅱ
）
で
は
、
等
伯
の
六
曲
一
双
「
烏
鷺
図
屏
風
」
（
川
村
記
念

美
術
館
蔵
）
の
中
央
で
回
転
運
動
を
行
う
烏
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
も
似
て
、
二
羽
の
叺

北
側
四
面
（
Ｂ
‐
２
１
５
）
は
、
梅
の
巨
幹
を
中
心
に
据
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
姿
勢

の
叺
々
鳥
が
描
か
れ
る
。
樹
皮
の
表
現
は
傷
み
も
あ
っ
て
ほ
と
ん
ど
見
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
勢
い
よ
く
枝
を
の
ば
し
、
節
を
濃
墨
で
荒
々
し
く
描
い
て
い
る
。
梅
の

花
は
淡
墨
を
用
い
て
没
骨
で
表
現
し
て
い
る
。
烏
た
ち
は
、
筆
触
を
利
用
し
て
羽
毛

の
質
感
を
表
し
、
腹
部
の
淡
墨
と
の
対
比
が
鳥
の
姿
を
雄
健
に
見
せ
て
い
る
。
第
一

面
（
Ｂ
‐
２
）
と
第
二
面
（
Ｂ
Ｉ
３
）
が
つ
な
が
ら
な
い
こ
と
、
第
四
面
（
Ｂ
‐
５
）

右
端
で
紙
が
縦
に
切
断
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
第
二
、
三
面
（
Ｂ
‐
３
１
４
）
と

第
四
面
の
切
断
部
分
ま
で
は
連
続
画
面
で
、
そ
の
他
両
端
画
面
は
、
切
断
さ
れ
、
つ

な
ぎ
合
わ
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

西
側
四
面
（
Ｂ
‐
６
１
９
）
は
、
烏
た
ち
が
次
第
に
遠
ざ
か
っ
て
飛
ん
で
い
く
様

子
が
描
か
れ
る
。
小
さ
な
群
れ
を
な
し
て
自
由
に
飛
び
交
う
姿
は
、
一
見
ば
ら
ば
ら

に
見
え
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
互
い
に
視
線
を
絡
ま
せ
、
左
斜
め
上
へ
と
楓
爽
と
飛
び

去
っ
て
い
く
。
第
四
面
（
Ｂ
‐
９
）
画
面
下
に
は
樹
木
が
か
す
か
に
描
か
れ
、
合
理

的
な
空
間
に
仕
上
げ
て
い
る
。

か
淡
白
で
あ
る
こ
と
、
空
間
の
扱
い
方
が
他
の
画
面
と
異
な
る
こ
と
か
ら
、
改
築
の

際
に
加
え
ら
れ
た
別
人
の
筆
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
一
一
一



々
鳥
が
空
中
で
語
ら
う
よ
う
に
遊
ん
で
お
り
、
そ
れ
に
続
く
画
面

(B'12)
で
は
、

同
じ
く
二
羽
の
夙
々
鳥
が
す
ぐ
上
方
を
飛
ぶ
羽
虫
を
狙
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

左
端
の
画
面
は
余
白
の
空
間
に
さ
れ
て
、
夙
々
鳥
の
部
屋
は
完
結
す
る
。
夙
々
鳥
は
、

牧
硲
画
の
伝
来
に
よ
っ
て
日
本
で
賞
翫
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
東
南
ア
ジ
ア
産
の
雑

食
性
の
小
鳥
で
、
鶉
と
同
様
の
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
て
意
匠
化
さ
れ
た
が
、
い
わ
ゆ
る

不
吉
な
鳥
で
は
な
い
。
禅
宗
と
の
関
わ
り
は
、
心
の
赴
く
ま
ま
自
由
自
在
に
動
く
こ

と
、
と
い
う
説
が
あ
る
。

以
上
、
大
法
院
の
「
夙
々
鳥
図
」
は
、
軽
快
な
筆
致
を
縦
横
に
駆
使
し
た
迫
力
あ

る
障
壁
画
で
、
改
築
に
際
し
て
損
な
わ
れ
た
部
分
が
あ
る
と
は
い
え
、
稲
嶺
の
代
表

作
と
い
っ
て
間
違
い
な
い
。
蕪
村
の
「
晩
秋
飛
鶉
図
屏
風
」
（
六
曲
一
隻
）
に
描
か

れ
る
鶉
に
似
た
没
骨
技
法
を
用
い
な
が
ら
も
、
夙
々
鳥
の
表
現
は
一
層
写
生
的
で
あ

る。
さ
て
、
退
蔵
院
に
は
方
丈
の
障
壁
画
の
他
に
、
無
落
款
で
は
あ
る
が
、
稲
嶺
筆
と

推
定
さ
れ
る
六
曲
一
隻
屏
風
（
紙
本
墨
画
・
一
四

0
•

五
x

二
六
七

·
O
セ
ン
チ
メ

ー
ト
ル
・
図
1
)
が
遺
存
し
て
い
る
。
本
稿
で
は
伝
土
方
稲
嶺
「
波
濤
図
」
と
し
て

紹
介
し
て
お
き
た
い
。
画
面
中
央
で
ま
さ
に
怒
濤
の
勢
い
で
飛
沫
を
上
げ
る
水
流
の

力
強
い
描
写
は
、
表
現
性
に
富
む
作
風
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
簡
潔
で
肉
太
の
線
描

は
、
春
光
院
書
院
二
之
間
の
稲
嶺
筆
「
山
水
図
」
を
想
起
さ
せ
る
。
ま
た
、
そ
の
応

挙
風
の
波
濤
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
線
描
の
特
質
は
異
な
る
と
は
い
え
、
京
都
禅
休
寺

の
長
谷
川
等
伯
筆
「
波
濤
図
」
の
モ
テ
ィ
ー
フ
に
も
類
似
す
る
。
し
か
し
、
写
生
的

要
素
を
濃
厚
に
示
す
や
わ
ら
か
い
墨
線
は
、
稲
嶺
の
特
徴
を
仄
め
か
す
、
と
い
っ
て

よ
い
。

（
中
谷
伸
生
）

①
田
中
敏
雄
「
興
国
寺
（
和
歌
山
県
由
良
町
）
の
障
壁
画
ー
土
方
稲
嶺
の
襖
絵
ー
」
、
『
日

本
美
術
工
芸
』
、
五
六
四
号
、
昭
和
六
0
年
(
-
九
八
五
）
。

拙
稿
（
中
谷
）
「
春
光
院
書
院
の
障
壁
画
・
土
方
稲
嶺
の
壁
貼
付
絵
と
襖
絵
『
武
陵

桃
源
図
』
」
、
『
関
西
大
学
博
物
館
紀
要
』
第
三
号
、
平
成
九
年
(
-
九
九
七
）
、
一
―
―

|
―
二
二
貝
。
一
五
三
ー
一
五
六
頁
。
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